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取扱説明書

―お買い上げありがとうございます―
ご使用の前に

この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
特に ～ ページの「安全上のご注意」は、必ずお読みいただき安全に
お使いください。
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。

LVT0955-001B

消費電力0.8W
電源｢切｣時(省エネモード時)

型
名

コンパクトコンポーネントMDシステム
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安全上のご注意 ―はじめにお読みください― 　

警告

●絵表示の説明

・内部に水や異物が入ってし
まったとき

・落としたり、破損したとき
・電源コードが傷んだとき（芯
線の露出や断線など）

万一、次のような異常が発生し
たときはすぐ使用をやめる。
・煙が出ている、へんな
においがするとき

分解や改造をしない。
カバーを外さない。
火災や感電の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上げ
の販売店にご依頼ください。

風呂場やシャワー室では
使用しない。
本機の中に水が入ると、火災や
感電の原因となります。

絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に
防止するための表示です。絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

・この表示の注意文を無視して、誤った取扱いを
すると、「死亡または重傷を負う可能性が想定
される」内容を示しています。

警告
・この表示の注意文を無視して、誤った取扱いを
すると、「傷害を負ったり物的損害が想定される」
内容を示しています。

注意

注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

電源プラグを抜く

分解禁止

すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。このような異常が発生したまま使
用していると、火災や感電の原因となります。煙
が出なくなるのを確認してから販売店に修理を依
頼してください。お客様による修理は危険ですか
ら絶対におやめください。

水場での使用禁止

一般的注意� 感電� 禁止� 分解禁止� 水ぬれ禁止� 一般的指示� 電源プラグを抜く�

電源プラグを抜く
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は
じ
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に

　

警告
本機の中に物を入れない。
通風孔やディスク挿入口
などから、金属物や燃え
やすいものが入ると、火
災や感電の原因となりま
す。特に小さいお子様の
いるご家庭では注意して
ください。

電源コードを傷つけない。
電源コードを傷つけると、火災や
感電の原因となります。特に、次
のことに注意してください。

・電源コードを加工しない
・電源コードを無理に曲げない
・電源コードをねじらない
・電源コードを引っ張らない
・電源コードを熱器具に
近づけない

・電源コードの上に
家具などの重い物をのせない

電源プラグは根元まで確実に
差し込む。
差し込みが不完全ですと、
発熱したりほこりが
付着して火災や感電の
原因となります。
また、たこ足配線も、
コードが熱を持ち危険
ですのでしないでください。

電源プラグは定期的に清掃する。
電源プラグとコンセントの間に、
ゴミやほこりがたまって湿
気を吸うと、絶縁低下を起
こして、火災の原因となり
ます。定期的に電源プラグ
をコンセントから抜き、ゴ
ミやほこりを乾いた布で
取ってください。

本機の上に水の入ったものを置か
ない。
花びん、植木鉢、コップ、
化粧品、薬品など水の入っ
たものを置かないでくださ
い。こぼれたり、中に水が
入った場合は、火災や感電
の原因となります。

雷が鳴り出したら、アンテナ線
や電源プラグに触れない。
感電の原因となります。

交流１００V（ボルト）以外の電源
電圧で使用しない。
火災の原因となります。
本機を使用できるのは日
本国内のみです。

This set is designed for
use in Japan only and
can not be used in any
other country.

本機の包装に使用しているポリ
袋は、小さなお子様の手の届く
ところに置かない。
頭からかぶると窒息の原
因となります。

接触禁止

AC200V
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安全上のご注意（つづき）―はじめにお読みください―

注意
電源プラグは、コードの部分を
持って抜かない。
電源コードを引っ張ると、
コードに傷がつき、火災や
感電の原因となることがあ
ります。電源プラグを持っ
て抜いてください。

通風孔をふさいだり、風通しの
悪い場所で使用しない。
本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふ
さぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることが
あります。特に次のことに注意してください。

・あお向けや横倒し、逆さまに
しない

・本箱、押し入れなど風通しの
悪い狭い所に押し込まない

・テーブルクロスを掛けない
・本や雑誌などをのせない
・じゅうたんや布団の上に置か
ない

・設置するときは、壁などから
１0㎝以上離す

置き場所に注意する。
次のような所に置くと、火災や感電の原因となるこ
とがあります。

・調理台や加湿器のそばな
ど、油煙や湯気が当た
る所

・湿気やほこりの多い所
・熱器具の近くなど高温に
なる所

・窓ぎわなど水滴の発生し
やすい所

本機の上に重い物を置かない。
テレビなどの重い物や本機
からはみ出るような大きな
物を置くと、バランスがく
ずれて倒れたり、落ちたり
して、けがの原因となるこ
とがあります。

長期間使用しないときは、
電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、
わずかな電流が流れていま
す。安全および節電のた
め、電源プラグを抜いてく
ださい。

ぬれ手禁止

電源プラグを抜く

　

ぬれた手で電源プラグを
抜き差ししない。
感電の原因となることが
あります。



7

は
じ
め
に

　

注意
お手入れをするときは、
電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、わ
ずかな電流が流れています。
電源プラグがコンセントに接
続されていると、感電の原因
となることがあります。

移動するときは、接続コード類や
電源プラグを抜く。
接続したまま移動すると、
コードが傷つき、火災や感
電の原因となることがあり
ます。

はじめから音量を上げすぎない。
突然大きな音が出て、ス
ピーカーを破損したり、聴
力障害の原因となることが
あります。
電源を切る前に音量（ボ
リューム）を下げ
ておき、電源が
入ってから徐々
に上げてください。

ヘッドホンを使用するときは、
音量を上げすぎないようにする。
耳を刺激するような大きな
音量で長時間続けて聞く
と、聴力に悪い影響を受け
ることがあります。

ディスク挿入口に、手を入れない。
けがの原因になることがあ
ります。特に小さなお子様
のいるご家庭ではご注意く
ださい。

3年に一度は内部の清掃を
販売店に依頼する。
内部にほこりがたまったまま
使用すると、火災の原因とな
ることがあります。特に、湿
気の多くなる梅雨期の前に行
なうと、より効果的です。

電池の取り扱いに注意する。
電池の取り扱いを誤ると、電池が破裂したり、液も
れして、火災・けがや周囲を汚す原因となることが
あります。次のことに注意してください。

・指定以外の電池を使用しない
・電池のプラス（＋）とマイナス
（－）を間違えない
・電池のプラス（＋）とマイナス
（－）をショートさせない
・電池を加熱しない
・分解しない
・火や水の中に入れない
・新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない
・種類の違う電池と混ぜて使用しない
・乾電池は充電しない
・長期間使わないときは、電池を取り出しておく

もし、電池が液もれをしてしまったときは、電池ケー
スについた液をよく拭きとってください。万一、もれ
た液体が身体についたときは、水でよく洗い流してく
ださい。

手を挟まれないよう
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おもな特長

DDスピーカー

スピーカー内部の振動のばらつきをおさえ、音を安
定させるDD（ダイレクト・ドライブ）方式の採用
により、自然な音声の広がりを実現したスピーカー
です。スピーカーの置き場所、向き、聞く位置にか
かわらず、臨場感のある音をお楽しみいただけます。

MD長時間ステレオ録音/再生（MDLP）

音声圧縮方式「ATRAC3」の採用により、ステレオ
2倍、4倍の録音/再生（MDLP）機能があります。
80分のMDの場合、LP2モードで約160分、
LP4モードで約320分の録音、再生ができます。

CDからMDへの高速録音機能

本機では、CDをMDに等速／2倍速／4倍速／5倍
速＊で録音することができます。
CDを従来の約1/2、約1/4または約1/5＊の時間で
録音することができます。
倍速録音をする場合、録音開始から74分以内に合計
で101曲以上録音することはできません。100曲ま
での録音ができます。（\ ページ）

＊5倍速録音については ページをご覧ください。

OFCスピーカーコード

OFCとは、Oxygen Free Copperの略で、無酸素銅
のことです。 従来のスピーカーコードに比べて、高音
質でお楽しみいただけます。

ワンタッチ録音

本体の MD REC  を押すだけで簡単に録音できるワン

タッチ録音方式です。

高効率・高音質デジタルアンプ

高効率で地球環境に優しいデジタルアンプを搭載して
います。さらに当社で開発した「ハイブリッド・フィー
ドバックテクノロジー」を盛り込むことにより、従来の
デジタルアンプを大きく上回る高音質を実現しました。

グループ録音のイメージ図

本機には、主に以下のような特長があります。

グループ録音

本機ではいずれのソースから録音したときも、録音開
始から終わりまでを1つのグループとして録音するこ
とができます。
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ご使用になる前に

故障などを防止するため次の場所は避けてください。
使用環境温度は、5℃～35℃です。5℃～35℃の範囲外の温度でご使用になると、正しく動作しない、または
故障の原因になることがあります。

・磁気を発生する所
・振動の激しい所
・OA機器やけい光灯のすぐそば

・寒い所から急に暖かい部屋へ
移動したのちしばらくの間

・湿気やほこりの多い所 ・アンプやテレビのすぐそば

本機やCD、MDの置き場所について

・極端に寒い所　　

・直射日光が当たる所や暖房器のそば

付属品

お使いになる前に付属品をお確かめください。

AMアンテナ
（１個）

FMアンテナ
（１本）

リモコン（1個）
（RM-SSSD5MD-S）

単3形乾電池（2本）
（リモコン動作確認用）

■ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみになるとき
は､隣近所に迷惑がかからないような音
量でお聞きください。特に、夜は小さな
音でも周囲によく通るものです。窓をし
めたり、ヘッドホンをご使用になるなど
お互いに心を配り、快い生活環境を守り
ましょう。

このマークは音のエチケットのシンボルマークです。

ヘッドホンをご使用になるときは耳を刺激しないよ
う、適度な音量でお楽しみください。

ヘッドホンについて
次のような場合、本機のレンズに露（水滴）が付いて
CDやMDが正しく演奏できない場合があります。

・暖房を始めた直後
・湯気や湿気の多いところに置いてあるとき
・冷えた所から急に暖かい部屋に移動したとき

電源を入れたまま、約1～2時間待ってからお使いく
ださい。

露がついたら

スピーカーコード
（－）極に黒線入り（2本）
（－）極に青線入り（2本）

取扱説明書（本書）
（1冊）

SS-D5MD

・傾いた所
・不安定な所
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・CDにテープやシールなどを張ったり字を書いたり
しないでください。

・CDは曲げないでください。

1 センターホルダーを押さえ 1 文字のある面を上にして…

2演奏面（虹色に光っている面）に
触れないように持って出す。

2上から押さえて入れる。

・ケースからの出し入れ

CDの取り扱いかた

・文字のある面に 、 または のい
ずれかのマークが入っているCDをお使いください。

・DVDやビデオCDは再生できません。

・本機ではCD規格（CD-DA）に準拠しないディスクに
ついては、動作や音質を保証できません。CDを再生
する際には、「CDロゴマーク」の有無や、パッケージの
ご注意をお読みになり、CD規格に準拠するディスクで
あることをお確かめください。

・ハ－トや花などの形をしたシェイプCD（特殊形状の
CD）は、絶対に使用しないでください。故障の原因と
なります。

CDのお手入れ

演奏する前に、演奏面についたほこりやゴミ、指紋な
どを柔らかい布でふきとってください。
必ず内側から外側にふいてください。

・シンナーやベンジン、アナログレコード用のクリー
ナーなどは絶対に使用しないでください。

必ず内側から外側へ 連続したキズは音飛び
の原因となります。

CDについて

CD-R/CD-RWディスクについて

・音楽用のCDフォーマットで記録されたCD-R/CD-
RWディスクが演奏できます。
ただし、ディスクの特性・記録状態・傷・汚れ、または
プレーヤーのレンズの汚れ・結露などにより演奏でき
ないことがあります。

・ファイナライズ処理されているディスクに限り演奏で
きます。

・CD-R/CD-RWディスクをお使いになる前に、ディス
クの使用上のご注意をよくお読みください。

・MP3などの音声ファイルの再生またはCDテキストの
表示には対応しておりません。

・音楽用のCDフォーマット以外で記録したことのある
CD-RWディスクは、いったん全曲を消去してくださ
い。そのまま使用すると、突然大きな音が出てスピー
カーを破損するなどの原因になります。
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MDの取り扱いかた
シャッターは開けないで

シャッターは開かないよう
にロックされています。
無理に開けようとすると
ディスクがこわれます。

定期的にお手入れを

カートリッジにほこりやゴミがついたときは、乾いた
やわらかい布でふき取ってください。

大切な録音を消さないために

MDには、大切な録音を間違って消さないための誤消
去防止つまみがついています。録音や編集が終わった
ら、カートリッジ側面の誤消去防止つまみをスライド
させ開いた状態にしておきます。録音や編集ができな
くなります。録音や編集をするときは､閉じた状態に
戻してください｡

＜お知らせ＞
・曲名などを記入したラベルは、指定以外の位置に張ら
ないでください。万一、ラベルエリアよりはみ出した
り、はがれかかったままMDを挿入すると、故障の原
因となります。

・MDは や‹などの矢印に従って正しく入れてくだ
さい。
間違った方向で挿入すると、故障の原因となります。

・すでにMDが入っているとき（  が 点灯している
とき）は、新たにMDは入りません。無理に押し込
むと故障の原因となります。

・電源「切」のときは、MDを入れることはできません。

誤消去防止つまみ

録音・編集する
にはつまみを閉
じる

誤って消してし
まわないように
つまみを開く
（消去防止）

おもて面

MDについて

本体のお手入れ
・・・・

本体が汚れてきたら柔らかい布でからぶきしてくだ
さい。

汚れがひどいときは、水または中性洗剤を少し布につけ
・・・・

てふき、後はからぶきしてください。

ご注意

・シンナーやベンジン、アルコールなどでふいたり
しますと変質したり、塗料がはげることがありま
すので避けてください。
他の洗剤等をお使いになるときは、その注意書き
にしたがってください。

ラベル面矢印

「WRITING」が表示されているときは

録音や編集をしたあと、本機がその内容をMDに書き
込んでいるときに表示されます。このとき、本機に振動
を与えないでください。演奏できなくなるおそれがあり
ます。
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　各部の名称 ― 内の数字のページに説明があります。―

CDドア（電動）
開閉動作しているあいだは音声が

出ません（すべてのソース）。
ピックアップ保護のため、CDを
出し入れするとき以外は閉じて

おいてください。

0 CDボタン

マルチコントロールボタン

・ 6
・4
・ ¢
・ 7ボリューム

VOLUMEダイヤル

AHB Plusボタン

ソースセレクター

VOLUME

AHB Plus

MD

CD
FM

AM

DIGITAL
IN  

LINE
+–

0 CD

6

7

4 ¢

＜上面＞

ＭＤ挿入口

0 MDボタン

表示窓

レック

MD RECボタン 

スタンバイランプ

 STANDBY/ONボタン

＜前面＞

リモコン受光部

CDランプ（内側）

本体
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表示窓

文字情報
表示部

CD表示＊2

オートパワー オフ

A. P. off表示

REC表示

バス

BASS表示

FMモード表示

オーバー

OVER表示

録音スピード表示

タイマー表示MD表示＊1

プレイモード表示

リピートモード表示

タイトルサーチ表示

録音モード表示

GROUP REC＊3表示

＜背面＞

　

PHONES

OPTICAL
DIGITAL IN

IN

LINE

OUT

OPTICAL DIGITAL IN 端子

*1 ステレオミニプラグ付きのヘッドホン（市販品）を接続します。スピーカーの音は出なくなります。

PHONES 端子＊1 LINE IN端子

LINE OUT端子

AMアンテナ端子

スピーカー端子

電源コード

FMアンテナ端子

*1 MDが入っているときに点灯します。
*2 CDが入っているときに点灯します。（ソースがFMまたはAMのときにCDを入れた場合は点灯しません。）
*3 点灯時に録音すると、１回の録音を1つのグループとして録音します。

時計マーク表示

冷却ファン（内部）
自動で回ったり止まったりします。

本機の内部で発生した熱を
放出します。
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リモコン

スリープ

SLEEPボタン

数字ボタン
・ラジオ(FM/AM)

・CD
・MD

・タイトル入力

プレイ モード

FM/PLAY MODEボタン

タイトル エディット

TITLE/EDITボタン ～

レック スピード

REC SPEEDボタン
ディマー

 DIMMERボタン

タイトル サーチ

TITLE SEARCHボタン

ディスプレイ キャラクター

DISP/CHARAボタン

キャンセル

CANCELボタン

セット

SETボタン

レック レベル エンター

REC LEVEL/ENTERボタン
～ ～

MD6ボタン

7 （停止）ボタン

リピート

REPEATボタン
CD6ボタン

ボリューム

VOLUME＋、－ボタン

スタンバイ

STANDBY/ON  ボタン

FM/AMボタン

クロック タイマー

CLOCK/TIMERボタン

オートパワー オフ

A. P. offボタン

グループ

GROUP I<<、>>Iボタン

フェイド ミューティング

FADE MUTINGボタン

プ ラ ス

AHB Plusボタン

レック タイム

REC TIMEボタン

ライン

DIGITAL IN/LINEボタン

グループ タイトル エディット

GROUP TITLE/EDITボタン ～

BASS/TREBLEボタン

GROUP RECボタン
押すごとに表示窓の「GR.」表示が消灯／点灯します。

ドア

CD DOOR 0ボタン

5ボタン

ボタン

5

UP ボタンDOWN 2ボタン

リモコンに乾電池を入れる リモコンの操作

リモコン受光部1 裏ブタをはずす

2 乾電池を入れる
単3形乾電池2本を入れます。
リモコン内部の表示に合わせて、極
性（ 、 ）を正しく入れて下さい。
・ 付属の乾電池は動作確認用で

す。早めに新しい乾電池と交換
してください。

3 裏ブタをしめる

オート プリセット

AUTO PRESETボタン

お知らせ

・操作できる距離が短くなったときは、
乾電池が消耗してきています。
2本とも新しい乾電池（単3形アルカ
リ乾電池など）に、交換してください。

リモコン受光部に向けて操作し
ます。
・操作可能な距離は、リモコ
ン受光部より約 7m です
が、斜めから操作すると短
くなります。

・リモコンを落としたり、強い衝撃を与えないでください。
・他のラジオに雑音が入るときは、ラジオから離してお使いください。
・次のような状況では動作しないことがありますが故障ではありません。

・リモコン受光部に直射日光などの強い光が当たっているとき
・リモコン受光部の前に障害物があるとき

各部の名称（つづき）
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PHONES

OPTICAL
DIGITAL IN

IN

LINE

OUT

接　続 ―接続が終わるまで電源は入れないでください。―

アンテナの接続

（参考）・付属のアンテナでFM放送がうまく受信できないとき
　　　・マンションなどの壁の共聴アンテナ端子を使うとき

屋外アンテナを接続します。

整合器
VZ-71A（別売り）

同軸ケーブル 3C-2V（市販品）

FM屋外アンテナ（市販品）

ラジオを聞くためにアンテナを接続します。

溝に差し込む

AMアンテナ線は、どちらの端子に接続してもかまいません。

付属のFMアンテナ
放送局を受信して最も受信状態の良い位置に「ピーン」
と伸ばし、セロハンテープなどで固定します。

＜お知らせ＞
・AMアンテナは、金属製の机の上やテレ
ビ、パソコンなどの近くに置かないで
ください。受信感度が悪くなります。

<背面>

付属のAMアンテナ
本体からできるだけ
離し、もっともよく
受信できるところに
置きます。
（\ ページ「ラジ
オを聞く」）
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　接　続（つづき）―接続が終わるまで電源は入れないでください。―

スピーカーの接続

スピーカーには、左右の区別はありません。
スピーカー（右） スピーカー（左）

適合インピーダンス：
MIN 4Ω

ご注意

・本機のスピーカーは、特性が合いませんので他の
機器には使用できません。

・スピーカーコードは上の図のとおりに接続してくだ
さい。間違って接続すると、故障の原因となります。

・スピーカー端子の「 」と「 」をショート（金属
で直接つなぐこと）しないでください。故障の原
因となります。

・本機のスピーカーは、防磁設計（JEITA仕様）ではあ
りません。テレビの近くに置くと色ムラを生じること
があります。テレビとは10cm以上離してください。

・他のスピーカーとは一緒に接続しないでください。
インピーダンスが変わり、故障の原因となります。

・十分な冷却効果を得るために、本体の両側にス
ピーカーや他の物を置くときは、1cm以上間隔を
あけてください。

＜背面＞

スピーカーコードを軽く引いても抜けないことを確
認してください。

接続の確認

スピーカーの持ちかた

付属のスピーカーコード（OFCスピーカーコード\ ページ）でスピーカーを接続します。

スピーカーを破損したり、落として
けがをする原因となります。

*1 接続のしかたは本体側と
同じです。

*1 *1
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PHONES

OPTICAL
DIGITAL IN

IN

LINE

OUT

IN

LINE

OUT

�
�

�
�

�
�

�
�

電源コード ・ 他の機器の接続

他の接続がすべて終わってから差し込みます。
スタンバイランプ（前面）が点灯します。

　

＜背面＞

デジタル機器（CSチューナーなど）を接続する

アナログ機器（カセットデッキなど）を接続する

OPTICAL DIGITAL IN端子を使うときは、
保護キャップをはずします。保護キャップは
大切に保存しておいてください。OPTICAL
DIGITAL IN端子を使わないときは、保護
キャップをつけておきます。

市販のCS
チューナーなど

デジタル
出力端子

市販のカセット
デッキなど

光デジタルケーブル（別売り）XN-110SAなど

オーディオコード（別売り）
CN-2011Aなど

録音（REC）

・OPTICAL DIGITAL IN端子はPCM音声に対応しています。BSデジタル放送などのAAC音声には対応していません。

再生（PLAY） 本機

L

R

L

R

ステレオミニプラグ

本機

ステレオミニプラグ
オーディオコード（別売り）
CN-2011Aなど

電源コード

家庭用コンセント
AC100V 50Hz/60Hz

・ レコードプレーヤー（フォノイコライザー付き）はLINE IN端子に接続します。
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電源を「入」/「切」にする
電源を「入」にする

電源が「切」のときに  （本体）または 

（リモコン）を押します。
ハロー

スタンバイランプが消灯し、「HELLO」が表示されます。

次のボタンを押しても電源を「入」にできます。

 （本体）、 

CD DOOR

 （リモコン）

CDドアが開きます。
CDが入っているときは、CDが取り出せます。

 （本体）

MDが入っているときは、MDが取り出せます。

 （リモコン）

ソースがMDになり、MDが入っているときは演奏が始
まります。

 （リモコン）

ソースがCDになり、CDが入っているときは演奏が始ま
ります。

 （リモコン）

ソースがFMまたはAMになり、前回聞いていた放送局
を受信します。

 （リモコン）

ソースがOPTICAL DIGITAL IN端子またはLINE IN端
子に接続した機器になります。

電源を「切」にする

電源が「入」のときに  （本体）または 

（リモコン）を押します。
シー　ユー

スタンバイランプが点灯し、「SEE YOU」が表示され

ます。

0 CDボタン

0MDボタン

＜本体上面＞

CD 6
ボタン

MD6
ボタン

FM/AM
ボタン

 

DIGITAL IN/
LINEボタン

VOLUME

AHB Plus

MD

CD
FM

AM

DIGITAL
IN  

LINE
+

6

7

4 ¢

MD REC 0 MD

＜リモコン＞

＜本体前面＞

CD DOOR
0 ボタン

STANDBY/ONボタンスタンバイランプ

STANDBY/ON
ボタン

DIMMER
ボタン

A.P.off
ボタン
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

省エネモード

省エネモードにすると電源を「切」にしているときの

消費電力を約0.8Wにおさえることができます。

オート パワー オフ

AUTO POWER OFF

ラジオ (FM/AM) 以外のソースで無音状態が3分以上

続くと、自動で電源を「切」にできます。

FM/AM以外のソースのときに

 を押す
押すごとに次のように変わります。

お知らせ

・お買い上げ時は、AUTO POWER OFFは設定さ
れていません。

・音量（ボリューム）を0に調節した状態は、AUTO
POWER OFFでいう「無音状態」ではありません。

・録音中はAUTO POWER OFFははたらきません。
・電源が「切」になる20秒前になると「A.P.off 20
sec」が表示され、カウントダウンします。

1 1

（設定）

（解除）

・「A.P.off」は「Auto Power off」の略です。

無音状態になるとA.P.offが点滅し、時間
をゼロから数え始めます。その後3分間、
何の操作もしないと自動で電源が「切」に
なります。3分以内に操作するとA.P.off
が点灯になり、時間がゼロに戻ります。設
定中は上記の動作を繰り返します。

電源「切」のときに

を押す
押すごとに次のように変わります。

DISPLAY ON ：

J
DISPLAY OFF：
（省エネモード）

・ お買い上げ時はDISPLAY ONになっていま
す。

・ 省エネモードは電源「切」のときのみ有効で
す。

電源「切」のとき
時計・タイマーを表示
しない

電源「切」のとき
時計・タイマーを表示
する
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時計を合わせる／見る

 

時計を合わせる
例：15時20分（午後3時20分）に合わせるとき

電源「入」「切」どちらのときでも

1
 を押す

2
 または  を押して「時」を

入力する

　

3  を押す

・「時」が設定されました。

・ を押すと手順2に戻れます。

4
 または   を押して「分」

を入力する

5  を押す

«

「分」（点滅）

時計マーク
（点滅）

「時」（点滅）

点滅
点滅

例：
点滅

例： 点滅

点滅

点灯

例：

・押し続けると、連続して変わります。

・押し続けると、連続して変わります。

（電源「入」のとき）
ソース表示

（電源「切」のとき）

・設定した時刻の0秒から時計が動きはじめます。
・117（電話）などの時報に合わせて押すと正確
にできます。
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

2

1

時計を見る

1

お知らせ

・本機を省エネモード（\ ページ）でお使いのと

きは、省エネモードを  で解除（DISPLAY ON
に）するか、電源を「入」にして操作してください。

・本機の時計は、24時間表示です。
・本機の時計は、月に1分程度のズレを生じます。
・停電や電源コードを抜いて電源が切れたときは、
「0:00」の点滅表示に戻ることがあります。この
ようなときは、もう一度時計を合わせてください。

時計がずれたら（修正のしかた）
電源「入」「切」どちらのときでも

 をくり返し押して時計を表示さ
せる
押すごとに次のように変わります。
例：

ページ「時計を合わせる／見る」
手順2～5をおこなう

 を押す
CDまたはMDの演奏中、ラジオを聞いていると

きなど、使用中に をくり返し押すと、時計

を表示させることができます。

|

J 交互に表示

点滅

時計

«

«

«

J

«

点滅

交互に表示

点滅

点滅

ソース表示
（解除）

»
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ソースとは音源のことです。たとえばCDを聞きたいときはソースをCDにします。

本体で切り換える

ソースセレクターを回すとソースが次のように変わります。

MD j CD j FM jＡＭ j DIGITAL IN
j LINE

・ 選ばれたソース名が本体の表示窓に表示され、ソース
ランプが点灯します。

リモコンで切り換える

 ：MDを聞くとき*1

 ：CDを聞くとき*2

 ：FMまたはＡＭ放送を聞くとき

 ：OPTICAL DIGITAL IN端子やLINE IN端

子に接続した機器の音声を聞くとき

*1 本機にMDが入っているときのみ、ソースが切り換わ

り、演奏が始まります。

*2 本機にCDが入っているときのみ、ソースが切り換わ

り、演奏が始まります。

CD6

ボタン

MD6

ボタン

FM/AM
ボタン

＜本体上面＞

＜リモコン＞

 

DIGITAL
IN/LINE
ボタン

ソースを切り換える

ソースセレクター

ソースランプ
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

音量を調節する

ご注意

・電源を入れたとき、いきなり大きな音が出るのを
避けるため、電源を「切」にする前に音量を小さ
くしておいてください。

 

ボリューム

音量（VOLUME）を調節する
電源「入」のときに

  または  を押す

押し続けると連続して変わります。
0～50の範囲で調節できます。

　　　　

・録音される音には影響ありません。
・本体のVOLUMEダイヤルでも調節できます。

 を押す
音量が徐々に下がって0になります。

音を一時的に消す

電源「入」のときに

点滅

・もう一度 を押すと音量が徐々に上がり、
もとの音量に戻ります。

・FADE MUTING中に音量（VOLUME）を調節
したときは、FADE MUTINGは解除されます。

・録音される音には影響ありません。

お知らせ

・FADE MUTINGで音を一時的に消した時、AHB
Plus（\ ページ）またはBASS/TREBLE

（\ ページ）を調節すると、  を押して音をも

とに戻そうとしてもVOLUME 0のままになりま
す。音量（VOLUME）で調節してください。

1

1

例：
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お好みの音質にする
　　 バス トレブル

BASS（低音）とTREBLE（高音）を調節する

電源「入」のときに

 

（表示が消えないうちに）

VOLUME  または  を押す
－5～＋5の範囲でレベルを調節できます。

例：BASSのレベルを＋3にしたとき

・調節が終わったら、ソース表示に戻るまで（約

5秒）待つか、 を押してソース表示に戻す
と解除されます。VOLUME＋、－ボタンが音量
調節用に戻ります。

・本体のVOLUMEダイヤルは使えません。

2

お知らせ

・調節した音質（BASS、TREBLE、重低音）は録
音される音には影響ありません。

重低音を強調する（スピーカーで聞く場合）
電源「入」のときに

 を押す
押すごとに次のように変わります。

・「AHB Plus*」は「AHB ON」より重低音の
量感が増します。

・本体の

AHB Plus

を押しても同じです。
・AHB ON またはAHB Plusのときは が点
灯します。

例：AHB ONを選んだとき

＊ AHB Plusとは
アクティブ ハイパー バス プラス

Active Hyper Bass Plusの略です。
クリアで迫力のある重低音が楽しめます。

・ヘッドホンの音には効果がありません。

1

AHB ON\AHB Plus\AHB OFF（解除）
»

1
を押す

押すごとに次のように変わります。

BASS\TREBLE\ソース表示（解除）

例：BASSを選んだとき

»
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

電源「入」のときに

1
 を押す

押すごとに次のように変わります。

 DIMMER OFF\DIMMER 1\DIMMER 2
(明るい) (少し暗い) (暗い)

お知らせ

・「DIMMER 1」にするとCDランプも暗くなり、
「DIMMER 2」にすると消灯します。
・停電や電源コードを抜いたときは、お買い上げ時
の設定に戻ります。

・お買い上げ時は、DIMMER OFFに設定されてい
ます。

ディマー

表示窓を暗くする［DIMMER］

»

小さなお子様のいたずら防止などに便利です。

＋

解除したいときは
もう一度、電源が「切」のときに手順1の操作をしま

す。

お知らせ

・チャイルドロックした場合でも、MDの取り出し
やCDドアの開閉以外は通常どおりご使用になれ
ます。

押したまま

CDやMDを取り出せないようにする［チャイルドロック］

0 CDボタン7ボタン

VOLUME

0AHB Plus

MD

CD
FM

AM

DIGITAL
IN  

LINE

CD

6

7

4 ¢

        押す

電源「切」のときに

（本体）1

・チャイルドロックすると、CDドアを開けよう
としたりMDを取り出したりしようとすると、
「LOCKED」が表示し、CDドアは開かずMD
は出てきません。
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タイマー
前もって時計を合わせておいてください。（\ ページ）

　

 

ご注意

・RECタイマーは、電源が「切」のときだけ動作し
ます。
電源が「入」のときは、開始時刻になっても動作し
ません。

2

J

レック

録音タイマー［RECタイマー］

 と  は選択に、 は決定に使います
（手順4～7）

4 開始時刻を設定する

「時」を選んでから\  を押す

「分」を選んでから\  を押す

例：開始時刻を午後1時30分にしたいとき

・間違えたときは を押すと1つ前に戻れま
す（手順5～7も同様）。

電源「入」のときに

1 録音用のMDをMD挿入口に入れる
MDは誤消去防止つまみを閉じておいてくださ
い。（\ ページ）

 を押す

・押しすぎたときは、さらにくり返し押して、も
う一度表示させます。

3
 を押す

例：

交互に表示

点滅
点滅

タイマー表示
（点滅）

・押しすぎたときは、さらにくり返し押して、も
う一度表示させます。
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

次の日も同じ設定でタイマー録音したいときは

手順2のあと、  を押します。「REC」が点灯し、前

回と同じ設定内容が表示されます。

そのあと  を押して電源を「切」にしてください。
RECタイマーは、動作を1回行うと解除されますが、
設定した内容は記憶されています。

RECタイマーを解除したいときは

手順2のあとで  を押します。

「REC」が消灯します。設定内容は消えません。

設定内容を変えたいときは

手順2～7を行なって上書きしてください。

途中で操作をやめたいときは

  を押します。

　

お知らせ

・録音中の音量は0になり、スピーカーやヘッドホ
ンから音声は出ません。

・電源が「切」のときもRECタイマーを設定できま
す（省エネモード（\ ページ）時を除く）。そ
のときは手順8は不要です。また電源が「切」の
ときは、手順1でMDを入れることはできません。

・本機といっしょに他の機器をタイマー動作させる
ことはできません。

・MDは、空き部分が充分あることを確認しておい
てください。

・設定した内容は、設定を変更するまで記憶されてい
ます。

・電源コードを抜いたときや停電のときは、設定内
容が消えることがあります。そのときは、もう一度
設定してください。

・RECタイマーが動作中（開始時刻から終了時刻の
間）に、VOLUME、BASS/TREBLE、AHB Plus
以外の操作をすると、本機が自動でタイマーを解
除し、終了時刻になっても引き続き使用できます。

　

5 終了時刻を設定する
開始時刻と同じ方法で設定します。

例：終了時刻を午後2時30分にしたいとき

6 ソースを設定する
1ＦＭ、AM、LINE、DIGITAL INのいずれかを
選ぶ

2  を押す

3（ＦＭまたはAMを選んだときのみ）

プリセット番号（登録のしかたは\ ページ）

を選んでから  を押す

・「－－」を選ぶと、選んだバンド（FMまたは
AM）で電源を「切」にする直前の放送にな
ります。

・数字ボタンは使えません。

7 録音モードを設定する
1録音モード（SP、LP2、LP4）を選ぶ
（\ ページ）

2  を押す

「REC」が点灯し、設定した内容が順番に表示され
ます。

8
 を押す

電源が「切」になります。

例：

・本体の  を押しても同じです。

・設定後、1回だけ動作します。
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 と  は選択に、 は決定に使います
（手順3～7）

3 開始時刻を設定する

「時」を選んでから\  を押す

「分」を選んでから\  を押す

例：開始時刻を午前7時30分にしたいとき

・間違えたときは を押すと1つ前に戻れま
す（手順4～7も同様）。

4 終了時刻を設定する
開始時刻と同じ方法で設定します。

例：終了時刻を午前8時15分にしたいとき

タイマー（つづき）

前もって時計を合わせておいてください。（\ ページ）

　

ご注意

・DAILYタイマーは、電源が「切」のときだけ動作
します。
電源が「入」のときは、開始時刻になっても動作し
ません。

電源「入」のときに

 をくり返し押して

を表示させる
・押しすぎたときは、さらにくり返し押して、
もう一度表示させます。

 を押す

例：

・押しすぎたときは、さらにくり返し押して、
もう一度表示させます。

 

1

2

J 交互に表示

デイリー

目覚ましタイマー［DAILYタイマー］

点滅

点滅

タイマー表示（点滅）
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共
通
操
作

各
ソ
ー
ス
に
共
通
す
る
操
作
の
説
明
で
す
。

DAILYタイマーを動作させたくないときは
（休日の前夜など）

手順1のあとに  を押します。

「DAILY OFF」が表示され、「DAILY」（タイマー表示）
が消灯します。
これでDAILYタイマーが解除されました。
設定の内容は記憶されています。

またDAILYタイマーを動作させたいときは
（出勤・登校の前夜など）

手順1のあとに  を押します。

「DAILY」が点灯し、前回設定した内容が順番に表示さ
れます。

お知らせ

・電源「切」のときもDAILYタイマーを設定できま
す（省エネモード（\ ページ）時を除く）。そ
のときは手順8は不要です。

・本機といっしょに他の機器をタイマー動作させる
ことはできません。

・手順5でCDまたはMDを選んだとき、プログラ
ム演奏、ランダム演奏、グループ演奏またはリピー
ト演奏をすることはできません。

・設定した内容は、設定を変更するまで記憶されてい
ます。

・電源コードを抜いたときや停電のときは、設定内容
が消えることがあります。そのときは、もう一度設
定してください。

・DAILYタイマーが動作中（開始時刻から終了時刻
の間）に、VOLUME、BASS/TREBLE、AHB
Plus以外の操作をすると、本機が自動でタイマー
を解除し、終了時刻になっても引き続き使用でき
ます。

　

］

5 ソースを設定する
1 FM、AM、CD、MD、LINE、DIGITAL INの
いずれかを選ぶ

2  を押す

3 FMまたはAMを選んだとき

プリセット番号（登録のしかたは\ ペー

ジ）を選んでから  を押す

・「－－」を選ぶと、選んだバンド（FMまた
はAM）で電源を「切」にする直前の放送に
なります。

・数字ボタンは使えません。

CDまたはMDを選んだとき

（あらかじめCDまたはMDを入れておきます）

演奏を始めたい曲番号を選んでから  を

押す
・「－－」を選ぶと1曲目から演奏します。

6 音量を設定する

音量（1～50）を選んでから  を押します。

7 フェードを設定する
フェード ノーフェード

「FADE」または「NoFADE」を選んでから 

を押します。

FADE ：開始時刻になると、設定した音量
まで徐々に上がります。

NoFADE：開始時刻になると、設定した音量
で音声が出ます。

・「DAILY」が点灯し、設定した内容が順番に表示
されます。

8
 を押す

電源が「切」になります。

例：

・本体の  を押しても同じです。

・電源を「切」にしておくと、毎日動作します。
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タイマー（つづき）

前もって時計を合わせておいてください。（\ ページ）

時間を変更したいときは

もう一度、手順1を行なってください。

電源「入」のときに

 を押す

押すごとに電源が「切」になるまでの時間が次の
ように変わります。

・表示窓が暗くなり、CDランプが消灯します。
・設定した時間が経過すると自動で電源が「切」
になります。

 

1

お知らせ

・DAILY（\ ページ）タイマーとSLEEPタイマー
をいっしょに使うこともできます。この場合、
DAILYタイマー\SLEEPタイマーの順に設定し
てください。

・電源を「切」にするか  を押すと、SLEEPタ
イマーは自動で解除されます。

（解除）

スリープ

おやすみタイマー[SLEEPタイマー]

（分）
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ラ
ジ
オ
を
聞
く

ラジオを聞く

電源「入」「切」どちらのときでも

 を押す
ソースがラジオ（FM/AM）になり、押すごとに
FMまたはAMに切り換わります。
・本体のソースセレクターを回してFM/AMを選
ぶこともできます（電源「入」のとき）。

 または  を押して選局する
2種類の方法があります。

手動選局：

を押すと周波数が上がります。

を押すと周波数が下がります。
FM放送：0.05 MHzずつ76.00MHz～

108.00MHzの範囲で選局できます。
AM放送：9kHzずつ531kHz～1629kHzの範

囲で選局できます。

自動選局：

または を押し続け、周波数が変わり始めた
ら指を離します。放送を受信すると自動で止まります。

・本体のマルチコントロールボタンの¢または
4を押し（続け）ても同じです。

 

放送が雑音で聞きにくいときには
FMの場合

（オート受信）

お知らせ

・付属のアンテナでうまく受信できないときは、屋
外アンテナを接続してください。（\ ページ）

・本機は、AMステレオ放送には対応しておりません。
（AM放送はモノラル音声です）
・本機は、テレビ1ch：95.75MHz、2ch：
101.75MHz、3ch：107.75MHzの音声を受信
できます。

ST.：FMステレオ放送
を受信すると点灯

MONO：FMモードをモノラ
ル受信にすると点灯

バンド
（FMまたはAM）　

1

2

プリセット番号

（モノラル受信）

j

 周波数

例：FM 81.30MHzを選局したとき

モノラル受信にすると聞きやすくなることがあります。

受信中に、  を押す

押すごとに次のように変わります。
モノ

FM MONO：モノラル音声になり、「MONO」表示が点
灯します。

オート

FM AUTO：ステレオ放送のときはステレオ音声、モ
ノラル放送のときはモノラル音声に自動
で切り換わります。
放送していない周波数の雑音をミュー
ティング（低減）する機能も働きます。
通常は「FM AUTO」でお使いください。

AMの場合

受信中に、  を押す

押すごとに次のように変わります。

雑音が少ないところで放送を聞いてください（放送局
によって異なります）。
・お買い上げ時はBEAT CUT 1に設定されています。

 ビ－トカット

BEAT CUT 1 \ BEAT CUT 2
BEAT CUT 3 2

2
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　よく聞く放送局を登録する／呼び出す

簡単に登録する（オートプリセット）
FMとAMを別々に登録します。
ソースがFMまたはAMのとき

 を2秒以上押す
オート プリセット

表示窓に「AUTO PRESET」が表示されたら指
を離します。
お使いの場所で受信できる放送局が自動で登録さ
れ、プリセット番号と受信周波数が表示されます。
・受信できる全ての放送局が登録されるかFM放
送のときは放送局が30局登録されたとき、ま
たAM放送のときは放送局が15局登録された
ときにオートプリセットが終了し、それぞれの
バンド（FMまたはAM）の 1に登録した放送
局が受信されます。

・前に登録されていた放送局があっても、新しく
登録された放送局が上書きされます。

プリセット

よく聞く放送局をあらかじめ登録（Preset）し、簡単に呼び出すことができます。登録のしかたには、自動で受
オート プリセット

信した放送局を登録する「AUTO PRESET」と、放送局を１つずつ選んで登録する方法があります。

　

 

数字ボタン

放送局を１つずつ選んで登録する
登録したい放送局を受信中に

 を押す

2 点滅しているあいだに数字ボタンを
押して、登録したいプリセット番号
を入力する

1～10 ： ～ のいずれかを押す。

11～20： を押してから、

～ のいずれかを押す。

・ 20は  \ と押します。

21～30： を2回押してから、

～ のいずれかを押す。

・  は使いません。

・ または を押して選ぶこともできます。
・同じプリセット番号をFMとAMでそれぞれ登
録できます。

・数字ボタンを押さないまま約5秒経過すると、
操作はキャンセルされます。

3 プリセット番号が点滅しているあいだ

に  を押す

プリセット番号（点滅）
例：FM 82.50MHzの放送局を登録したいとき

1

点滅

例：プリセット番号5に登録したいとき

\  を押す

«

放送局が登録されました。

・  を押さないまま約5秒経過すると、操作

はキャンセルされます。

（数秒後）

1

プリセット番号の入力方法
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ラ
ジ
オ
を
聞
く

放送局を呼び出す
聞きたいバンド（FMまたはAM）を受信中に

1 数字ボタンを押して、呼び出したい
プリセット番号を選ぶ

または

1
 または  を押して、呼び

出したいプリセット番号を選ぶ

 を押すごとにプリセット番号が進みます。
押しつづけると早く進みます。

 を押すごとにプリセット番号が戻ります。

押しつづけると早く戻ります。

登録を変更したいときは
変更したい放送局を呼び出してから、「放送局を1つず
つ選んで登録する」手順1～3を行なって上書きして
ください。

　　

表示を変えたいときは

を押すごとに次のように変わります。

\ バンド表示と周波数

（MDが入っているとき）
録音可能な残り時間

時計

«

«

お知らせ

・FM 放送は30局、AM放送は15局まで登録でき
ます。

・オートプリセットすると、雑音が多い放送局も登
録されることがあります。

・登録した放送局は、電源コードを抜いたり停電が
あると、消去されることがあります。このようなと
きは、もう一度登録してください。

例：
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CD DOOR

を押す
CDドアが開きます。

本体の  を押しても同じです。

CDを取り付ける

 を押す
CDドアが閉まり、1曲目から演奏が始まります。

例：

CDを聞く

カチッと音がす
るまで軽く押し
てはめ込む

電源「入」「切」どちらのときでもdeで

2

3

数字ボタン

曲番号 演奏時間

文字のある面
を上にする

1

・本体のマルチコントロールボタンの 6 を押
しても同じです（ソースがCDのとき）。
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Ｃ
Ｄ
を
聞
く

途中の曲から聞きたいときは（ダイレクト演奏）
CDが演奏中または停止中に数字ボタンを押します。
1～10曲目を選びたいとき：

 ～  のいずれかを押します。
11曲目以上を選びたいとき：

 を押してから、  ～  のいずれかを押し
ます。

例：15曲目

\

例：20曲目

 \

例：25曲目

\ \ 

操作

 を押します。

・本体のマルチコントロールボタン
の7を押しても同じです。

演奏中に  を押します。

表示窓の演奏時間が点滅します。
もう一度押すと、一時停止したとこ
ろから演奏を再開します。
・本体のマルチコントロールボタン
の6を押しても同じです。

：押すごとに次の曲の頭に移

ります。

：演奏中の曲の頭に戻りま

す。押すごとに1曲ずつ戻
ります。

・本体のマルチコントロールボタン
の¢または4を押しても同じ
です。

・押し続けると1 曲ずつ送られま
す。（演奏中はリモコンのみ）

・停止中に押すと曲ごとの演奏時間
が表示されます。

演奏中に  または  を押し

続けます。
・本体のマルチコントロールボタン
の¢または4を押し続けても
同じです。

停止する

一時停止する

頭出し

早送り／
早戻し

お知らせ

・8センチCDもそのまま（アダプターなしで）使え
ます。

・CD以外のソースの時、CDドアを開閉した場合
CDドアの動作中は各ソースの音声は出なくなり
ますが故障ではありません。

5

«

«

«

«

5

表示を変えたいときは

を押すごとに次のように変わります。

停止中

総曲数と総演奏時間

（MDが入っているとき）

録音可能な残り時間

時計

演奏中

演奏中の曲番号と
演奏時間

（MDが入っているとき）

録音可能な残り時間

時計

CDを取り出す

  （本体） または 
CD DOOR

 （リモコン）を押してCD

ドアを開け、CDを取り出してから  または 
CD DOOR

を押してドアを閉じます。

・CDドアが開いているときに （本体）または 

STANDBY/ON

（リモコン） を押すと自動でドアを閉じてから電源が
「切」になります。

例：
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プログラム

CDを好きな曲順で聞く [CD PROGRAM]

　 を押す

・押すごとに次のように変わります。（カッコ内
はプレイモード表示）

・
プログラム

「PRGM」は PROGRAMの略です。
・すでにプログラムされているときは、最後にプ
ログラムした曲番号とプログラムした合計の演
奏時間が表示されます。

数字ボタンを押して曲番号を指定
（プログラム）する
（数字ボタンの使いかたは\ ページ「ダイレク
ト演奏」）

例：5曲目をプログラム番号1に指定したとき

曲番号 プログラム番号

1

CDが停止中に

2

・間違えたときは、 を押すとプログラムした
最後の曲から削除していきます。

・最大32曲までプログラムできます。
メモリー フル

（33曲目を指定すると「MEMORY FULL」が数

秒間表示され、これ以上プログラムできません。）
・合計時間が1 時間40 分以上になると、表示
は「－－：－－」になります（プログラムはで
きます）。

数字ボタン

曲番号 合計時間

プレイモード

プレイモード

�

�

«

« （数秒後）

（数秒後）
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曲順を確認したいときは

「PRGM」が点灯しCDが停止中に、 （次の曲）ま

たは  (前の曲）を押します。

・ 本体のマルチコントロールボタンの¢または4

は使えません。

プログラム演奏のモードを解除したいときは

CDが停止中に を押して、CD NORMALを選びま

す。（\ ページ手順1）
プログラムの内容は残ります。
・ただし、CDドアを開けたときや、電源を「切」に
したときはプログラムの内容は消えます。またプロ
グラム演奏のモードも解除します。

プログラムをすべて消したいときは
「PRGM」が点灯しCDが停止中に、「ALL CLEAR!」

が表示されるまで  を押し続けます。

・CDドアを開けたときや、電源を「切」にしたとき
もプログラムがすべて消えます。

3

　

 を押す
プログラムした曲順で演奏されます。
・全曲の演奏が終わると、自動で停止します。
・ 本体のマルチコントロールボタンの6を押し
ても同じです。

お知らせ

・電源を「切」にすると、記憶されているプログラ
ムの内容はすべて消えます。

・プログラム演奏を解除してもプログラムの内容
は記憶されます。ただしCDドアを開けると消
えます。

・同じ曲を何度もプログラムできます。
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ランダム

CDをランダムな曲順で聞く [CD RANDOM]

 をくり返し押して

を表示させる

・押すごとに次のように変わります。（カッコ内
はプレイモード表示）

 を押す

ランダム演奏が始まります。
・ 同じ曲が2度演奏されることはありません。全曲
の演奏が終わると、自動で停止します。

 

ランダム演奏中の頭出し

 を押すと次に演奏する曲の頭に移ります。

 を押すと演奏中の曲の頭に戻ります。演奏中の

曲より前の曲には戻れません。
・本体のマルチコントロールボタンの¢または4
を押しても同じです。

ランダム演奏のモードを解除したいときは

CDが停止中に を押して、CD NORMALを選びま
す。
・CDドアを開けたり、電源を「切」にしたときも解
除します。

RANDOM

�

（PRGM）�

（消灯）�

（RANDOM）�

�

CD PROGRAM

CD NORMAL

CD RANDOM

2

1
CDが停止中に

プレイモード

お知らせ

・CDドアを開けたり、電源を「切」にするとランダ
ム演奏は自動で解除されます。
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Ｃ
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リピート

CDをくり返し聞く [CD REPEAT]

 を押す
押すごとに次のように変わります。

 

1
CDを演奏中に

：全曲リピート
全曲をくり返し
演奏します。

：1曲リピート
1曲をくり返し
演奏します。

：解除

お知らせ

・CDが停止中のときもリピートを設定できます。
そのときは手順１のあと、CDの演奏を始めてく
ださい。

・全曲リピート演奏とプログラム演奏（\ ペー
ジ)を組み合わせると、プログラムされた全曲をく
り返し演奏します。

・全曲リピート演奏とランダム演奏（\ ページ）
を組み合わせると、ランダム演奏をくり返します。
曲順はくり返されるごとに異なります。
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　MDを聞く

1 MDを入れる
MDに表示されているマークの方向に、マークのあ
る面を上にして差し込みます。
途中まで入れると自動で引きこまれます。
表示窓に  が点灯します。

 を押す
１曲目から演奏が始まります。

　

電源「入」のときに

お知らせ

・録音モードが無表示のときはSPです。

2

数字ボタン

マーク

曲番号 演奏時間

MD挿入口

例： 録音（されたときの）モード
（\ ページ）

・本体のマルチコントロールボタンの 6 を押
しても同じです（ソースがMDのとき）。

ご注意

・曲名などを記入したラベルは、指定以外の位置に
張らないでください。万一、ラベルエリアよりはみ
出したり、はがれかかったままMDを挿入すると、
故障の原因となります。

・MDは や ‹などの矢印に従って正しく入れて
ください。
間違った方向で挿入すると、故障の原因となります。

・すでにMDが入っているとき（  が点灯してい
るとき）は、新たにMDは入りません。無理に押
し込むと故障の原因となります。

・電源「切」のときは、MDを入れることはできません。

ラベル面矢印
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途中の曲から聞きたいときは（ダイレクト演奏）
MDが演奏中または停止中に数字ボタンを押します。
1～10曲目を選びたいとき：

～  のいずれかを押します。
11曲目以上を選びたいとき：

 を押してから、  ～  のいずれかを押し
ます。

例：15曲目

\

例：20曲目

 \

例：25曲目

\ \ 

MDを取り出す

本体の  を押します。

操作

 を押します。

・本体のマルチコントロールボタンの 7
を押しても同じです。

演奏中に  を押します。

表示窓の演奏時間が点滅します。
もう一度押すと、一時停止したところから
演奏を再開します。
・本体のマルチコントロールボタンの 6
を押しても同じです。

：押すごとに次の曲の頭に移ります。

：演奏中の曲の頭に戻ります。
押すごとに1曲ずつ戻ります。

・本体のマルチコントロールボタンの¢
または4を押しても同じです。

・押し続けると1曲ずつ送られます（演奏
中はリモコンのみ）。

・停止中に押すと曲ごとの演奏時間と曲の
タイトルが表示されます。

演奏中に  または  を押し続け

ます。
・本体のマルチコントロールボタンの¢
または4を押し続けても同じです。

停止する

一時停止
する

頭出し

早送り／
早戻し

ディスクタイトル

総曲数と総演奏時間
（停止中の表示）

　

総曲数と総グループ数 曲タイトル

曲番号と演奏経過時間
（演奏中の表示）

時計

グループタイトル*（グループ
管理されているMDのとき）

時計

表示を変えたいときは

を押すごとに次のように変わります。

（* グループに登録されていない曲のときは「UNGROUP TRACK」が表示されます。）

曲タイトル

曲番号と演奏時間
（停止中の表示）

時計

グループタイトル*（グループ
管理されているMDのとき）

停止中 停止中に曲の頭出しをしたとき 演奏中

・タイトルが14文字以上あるときは、スクロール表示（文字が右から左へ動いて表示されること）されます。



42

　
プログラム

MDを好きな曲順で聞く [MD PROGRAM]

 を押す

・押すごとに次のように変わります。（カッコ内
はプレイモード表示）

プログラム

・「PRGM」は PROGRAMの略です。
・すでにプログラムされているときは、最後にプ
ログラムした曲番号とプログラムした合計の演
奏時間が表示されます。

2 数字ボタンを押して曲番号を指定
（プログラム）する
（数字ボタンの使いかたは\ ページ「ダイレ
クト演奏」）

例：5曲目をプログラム番号1に指定したとき

・間違えたときは、  を押すとプログラムし
た最後の曲から削除していきます。

・最大32曲までプログラムできます。
メモリー フル

（33曲目を指定すると「MEMORY FULL」が
数秒間点滅し、これ以上プログラムできませ
ん。）

・合計時間が2 時間30 分以上になると、表示
は「－－：－－」になります（プログラムはで
きます）。

曲番号 プログラム番号

合計時間

MDが停止中に

1

数字ボタン

プレイモード

曲番号

プレイモード

（数秒後）

（数秒後）
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曲順を確認したいときは

「PRGM」が点灯しMDが停止中に、 （次の曲）

または （前の曲）を押します。

・本体のマルチコントロールボタンの¢または4

は使えません。

プログラム演奏のモードを解除したいときは

MDが停止中に、 を押して、MD NORMALを選
びます。（\ ページ手順1）
プログラムの内容は残ります。
・ただし、MDを取り出したときや、電源を「切」に
したときはプログラムの内容は消えます。またプロ
グラム演奏のモードも解除します。

プログラムをすべて消したいときは

「PRGM」が点灯しMDが停止中に、「ALL CLEAR！」

が表示されるまで  を押し続けます。

・MDを取り出したときや、電源を「切」にしたときも
プログラムがすべて消えます。

　

 を押す
プログラムした曲順で演奏されます。
・全曲の演奏が終わると、自動で停止します。
・本体のマルチコントロールボタンの6を押し
ても同じです。

3 お知らせ

・プログラム演奏中は、  を押して他の
グループを選ぶことはできません。

・電源を「切」にすると記憶されているプログラム
の内容はすべて消えます。

・プログラム演奏を解除してもプログラムの内容
は記憶されます。ただしMDを取り出すと消え
ます。

・同じ曲を何度もプログラムできます。
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ランダム

MDをランダムな曲順で聞く[MD RANDOM]

をくり返し押して

を表示させる
・押すごとに次のように変わります。
（カッコ内はプレイモード表示）

 を押す
ランダム演奏が始まります。
・同じ曲が2度演奏されることはありません。全
曲の演奏が終わると自動で停止します。

ランダム演奏中の頭出し

 を押すと次に演奏する曲の頭に移ります。

 を押すと演奏中の曲の頭に戻ります。演奏中の
曲より前の曲には戻れません。
・本体のマルチコントロールボタンの¢または4
を押しても同じです。

ランダム演奏のモードを解除したいときは

MDが停止中に  を押して、MD NORMALを選
びます。
・MDを取り出したり、電源を「切」にしたときも解
除します。

1

2

MDが停止中に

お知らせ

・ランダム演奏中は、  を押しても他の
グループを選べません。

・MDを取り出したり、電源を「切」にするとランダ
ム演奏は自動で解除されます。

 

プレイモード
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リピート

MDをくり返し聞く [MD REPEAT]

 を押す

押すごとに次のように変わります。

MDを演奏中に

1

お知らせ

・MDが停止中のときもリピートを設定できます。
そのときは手順１のあと、MDの演奏を始めてく
ださい。

・全曲リピート演奏とプログラム演奏（\ ペー
ジ）を組み合わせると、プログラムされた全曲を
くり返し演奏します。

・全曲リピート演奏とランダム演奏（\ ペー
ジ）を組み合わせると、ランダム演奏をくり返し
ます。曲順はくり返されるごとに異なります。

・全曲リピート演奏とグループ演奏（\ ペー
ジ）を組み合わせると、グループ内の全曲をくり
返し演奏します。

 

：全曲リピート
全曲をくり返し
演奏します。

：1曲リピート
1曲をくり返し
演奏します。

：解除
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グループとは

MDに録音されている曲を、アルバムやアーティス
トなどのまとまりに分けたものです。
例：

1　2　3　4 5　6　7　8　9　10　11 12 . . .
　

グループ1 グループ2

グループ分けされていない曲

«

曲番号

電源「入」のときに

1 グループ分けされているMDを入れる
・グループ分け（編集）の方法については ～

ページをご覧ください。

2
 を押してから  を押す

ソースがMDになります。
・本体のソースセレクターでMDを選んでも同じ
です。

・手順1でソースがMDのときはこの操作は不要
です。

3
 をくり返し押して

を表示させる
・押すごとに次のように変わります。（カッコ内
はプレイモード表示）

4
を押して、聞きたいグ

ループを選ぶ

 を押すと次のグループを選べます。

 を押すと前のグループを選べます。

5
 を押す

選んだグループの最初の曲から演奏が始まります。
グループ内の全曲の演奏が終わると自動で停止し
ます。
・本体のマルチコントロールボタンの6を押し
ても同じです。

 

聞きたいグループだけを演奏する［MDのグループ演奏］

プレイモード
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・グループ演奏中に  ～  、  のボタン
を押すとグループ演奏が解除され（「GROUP」消
灯）、その曲から通常の演奏になります。

・手順4でグループ2を選んだときの表示例

グループ演奏中に他のグループに移りたいときは

 を押します。

 を押すと次のグループ、  を2回押すと前

のグループの最初の曲に移ります。

グループ演奏のモードを解除したいときは

・MDが停止中に  を押して、MD NORMALを
選びます。（\ ページ手順3）

・グループ演奏中に  ～  、  のボタンを

押すとグループ演奏が解除され（「GROUP」消灯）、
その曲から通常の演奏になります。

　

グループタイトル表示*
（グループにタイトルがつけられているときのみ）

グループ番号

«

お知らせ

　

« 曲の演奏時間

«

グループ2の最初の曲番号

奏］

* グループタイトルが14文字以上のときはス
クロール表示されます。
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タイトル サーチ

MDの曲やグループを検索する [TITLE SEARCH]

点滅

点滅

点滅

MDを演奏中または停止中に

1
 を押す

・押すごとに次のように変わります。
（カッコ内はタイトルサーチ表示）

・
トラック タイトル

「TR.」はTRACK（曲）の、「T.」はTITLEの、
グループ

「GR.」はGROUPの略です。

2
 を押す

例：曲のタイトルを検索するとき

3 検索したいタイトルを入力する
（タイトル入力のしかたは\ ページ）

・タイトルの最初の1～5文字を入力します。

例：曲のタイトル「My Song」を探すとき

・「M」だけ入力したときは、「M」で始まるタイ
トルの曲［グループ］を検索します。

・スペースも検索の対象ですが、後ろに文字が無
いときは無視されます。

・大文字と小文字は区別されます。「MY」と入力
すると「My Song」は検索できません。

（曲のタイトルを
検索したいとき）

（グループの
タイトルを
検索したいとき）

タイトルサーチ表示
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タイトルサーチを途中で解除したいときは

 を押します。

・ または本体のマルチコントロールボタンの 7 を
押しても解除できます。

 を押す
検索が始まります。

該当する曲［グループ］があるとき：
その曲［グループ］を演奏します。演奏が終わ
ると、再び検索し始め、ほかにも該当する曲
［グループ］があるときは、その曲［グループ］
を演奏します。該当する曲［グループ］がなく

サーチ エンド

なると「SEARCH END」（サーチを完了しま
した）が表示され、タイトルサーチが自動で解
除され、停止します。

・（TR. TITLE SEARCHのとき）

演奏中に  を押すと別の曲を検索し始め
ます。

・（GR. T. SEARCHのとき）

演奏中に  を押すと別のグループを検索
し始めます。
グループ内の最後の曲を演奏中のときは

 を押しても同じです。

該当する曲［グループ］がないとき：
ノット ファウンド

「NOT FOUND」（見つかりませんでした）が
表示され、タイトルサーチが自動で解除され
ます。

　

4

H]

お知らせ

・タイトルサーチをするとグループ、プログラム、
ランダム、リピート演奏が解除されます。

・タイトルのついていない曲やグループも検索でき
ます。そのときは手順3をとばして操作してくだ
さい。

・演奏中に手順1の操作をしたときは、自動で停止
します。

・タイトルのつけ方は\ ページ「タイトルをつ
ける」
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タイトルをつける 　

ディスクにタイトルをつける

MDが停止中に

を押す

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

操作を途中でやめたいときは

を押します。

1
点滅

 を押す
点滅

2

3 タイトルを入力する
（タイトル入力のしかたは\ ページ）　

 を押す
ディスクにタイトルがつけられました。

「曲にタイトルをつける」
（ ページ）　手順2へ

 を押す

4

お知らせ

・一度つけたタイトルを変えたいときは、もう一度
手順1から操作して上書きしてください。

・演奏中、または録音中もディスクにタイトルをつ
けることができます。

演奏中

・手順1で  を押したあとに  をくり返
し押して「DISC TITLE?」を表示させてくださ
い。

録音中

・手順1で  を押したあとに  をくり返
し押して「DISC TITLE?」を表示させてくださ
い。

・手順4で  を押しても録音は続きます。

・録音が終了するまでに手順4の  を押してく
ださい。押さないと、入力したディスクタイト
ルは取り消されます。

曲番号 点滅

終了したいとき　
　

引き続き、曲のタイトルも
つけたいとき

例：

\

5

5

数字ボタン
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1
を押す

・押しすぎたときは、  を押してやり直し

てください。

 、  、数字ボタンのいず

れかを押して、タイトルをつけたい曲

番号を表示させる
（数字ボタンの使いかたは\ ページ「ダイレ
クト演奏」）

・手順5で  を押すまで、5曲目がくり返し

演奏されます。

例：5曲目にタイトルをつけたいとき
点滅

2

曲にタイトルをつける
MDを演奏中に

曲番号

曲番号例： 点滅

 を押す
点滅

3

タイトルを入力する
（タイトル入力のしかたは\ ページ）

4

6

次の曲番号

お知らせ

・一度つけたタイトルを変えたいときは、もう一度
手順1から操作して上書きしてください。

・最後の曲にタイトルをつけたときは自動で終了し
ます（手順6は不要です）。

・停止中、または録音中も曲にタイトルをつけるこ
とができます。

停止中

・手順1では「DISC TITLE?」が表示されます
が、以降の操作は同じです。ただし、操作中に
曲は演奏されません。

録音中

・演奏中と操作は同じです。ただし手順2の操作
をしてもくり返し演奏にはなりません。録音の
ままです。

・手順5、6で  を押しても録音は続きます。
・CDを録音中（1曲録音「 ページ」を除く）
に、曲のタイトルを16曲まで先行して入力で
きます（タイトルリザーブ機能）。ただし、録音
する曲数より多くのタイトルを入力すると、は
み出したタイトルは取り消されます。

・録音が終了するまでに手順5の  を押して
ください。押さないと、入力したタイトルは取
り消されます。

5

点滅

 を押す
曲にタイトルがつけられました。

例：

を押す

引き続き、他の曲にも
タイトルをつけたいとき

\

5

終了したいとき

操作を途中でやめたいときは

を押します。

手順2へ
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を押す

・押しすぎたときは、 を押してやり直してく

ださい。

・グループとして録音されていない曲を演奏中の
ときは、グループ番号は表示されません。

 を押してタイトルを

つけたいグループ番号を表示させる

例：グループ5にタイトルをつけたいとき

・手順5で を押すまで、選んだグループの曲
がくり返し演奏されます。

例：

1

グループにタイトルをつける

2

点滅

点滅

グループ番号

4

 を押す

タイトルを入力する
（タイトル入力のしかたは\ ページ）

3

点滅

 

タイトルをつける（つづき）

グループ番号

MDを演奏中に

数字ボタン
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 を押す

を押す

5

お知らせ

・最後のグループにタイトルをつけたときは、自動
で終了します。（手順6は不要です）

・一度つけたタイトルを変えたいときは、もう一度
手順1から操作して上書きしてください。

・停止中、または録音中もグループにタイトルをつ
けることができます。

停止中

・1曲目がグループに属していないときは、手順
1を行うと「GR. －－TITLE？」が表示されま
すが操作は同じです。ただし操作中に曲は演奏
されません。

録音中

・手順2で、録音中のグループ番号と「TITLE?」
が表示されます。

・グループとして録音されているときに操作でき
ます（GR.が表示）。（\ ページ）

・グループとして録音していないときは は
効きません。

・録音中のグループだけにタイトルをつけること
ができます。したがって手順2と手順6は不要
です。

・手順5で を押すと、自動で終了しますが録
音は続きます。

・録音が終了するまでに手順5の  を押して
ください。押さないと、入力したタイトルは取
り消されます。

次のグループ番号

点滅

操作を途中でやめたいときは

を押します。

引き続き、他のグループ
にもタイトルをつけた
いとき

5

終了したいとき

例：

6

手順2へ
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数字ボタンを押して文字を入力する
次ページの「リモコンの文字配列表」にしたがっ
て入力します。

タイトルをつける（つづき）

＊

を押して、入力したい文字
の種類を選ぶ

押すごとに次のように変わります。

 ア（カタカナ）\A（英大文字）\a（英小文字）\1（数字）

キャラクター
＊CHARAはCHARACTER（文字や記号）の略です。

例： 文字の種類

1

2

3

例：「メ」を入力するには（手順1で  を表示さ

せてから）  を4回押す。

例：「K」を入力するには（手順1で  を表示させ

てから）  を2回押す。

・スペース（空白）を入れたいときは、  を押
します。または記号の「スペース」を選びます。

・入力位置を変えたいときは  または  
を押します。

・間違えたときは、 を押します。

・途中の文字を消したいときは、 でその文字

にカーソルを合わせ  を押します。

手順1、2をくり返す

・最大61文字まで入力できます。

タイトル入力のしかた

数字ボタン

カーソル
（点滅）
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入力できる文字数について
1枚のMDに入力できる文字数はスペース（空白）も
含み、最大1792文字（英数字・記号）、1タイトルに
つき最大61文字です。ただし、MDの記録方式の制約
により、実際に入力できる文字数はこれより少なくな
ります。カタカナを使用したときや曲数が多いときは、
入力できる文字数がさらに少なくなります。
例：
・LP2やLP4で120曲を録音したMDでは、全曲に
英数字で10文字ずつのタイトルを入力できます。

・LP2やLP4で60曲を録音したMDでは、全曲にカ
タカナ10文字ずつのタイトルが入力できます。

リモコンの文字配列表

 

＊「記号」で表示するキャラクター

タイトルについて（ご参考に）

・グループ録音されたMDをグループ機能に対応し
ていない他の機器で演奏すると、ディスクタイト
ル表示にグループ管理のための数字・記号が表示
されます。この数字・記号を編集により削除すると
グループ登録が消去されます。ご注意ください。

・MDが停止状態でプレイモードが「PROGRAM」

または「RANDOM」のときに、 または

を押すと通常演奏（NORMAL）になり、タイトル
入力や編集操作ができます。
プログラムされているときは、タイトル入力以外
のMDの編集操作をするとプログラムの内容が削
除されます。

・MDがプログラム演奏、ランダム演奏、グループ演
奏またはタイトルサーチの演奏のいずれかを演奏

中は または を押してもタイトル入力

はできません。
・62文字以上のタイトルが入力されているMDは、
本機で編集できません。タイトルを入力した機器
で編集してください。
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ディバイド

曲を2つに分ける（DIVIDE）

MDを演奏中または停止中に

をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、  を押してからやり直
してください。

 を押す

・MDが停止中に操作しているときは、1曲目の
演奏が始まります。

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、分けたい曲番号を
表示させる

・必要に応じて  または  を押し続けて、
分けたいところまで早送り／早戻ししてくださ
い。

例：3曲目を分けたいとき

点滅

点滅

分けた曲以降の曲番号は自動でふえます。

3

2

1

例：

演奏中の曲番号

点滅

曲を2つに分けると

数字ボタン
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分けたいところで  を押す
押したところから約4秒後までが、くり返し演奏
されます。

・「POSI.」はPosition（位置）の略です。

・  を押すと手順3に戻れます。　

曲の分かれ目を微調節したいとき
\手順5へ

希望どおりに分けられたとき
\手順6へ

 または  を押して、分
けたいところを微調節する
押しつづけると連続して変わります。
±128ポジション（SP：標準モード時は約±8
秒）の範囲で調節できます。
トラックマーク(曲の分かれ目)が少しずつ移動し、
移動したところから約4秒後までがくり返し演奏
されます。

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す

 を押す
曲が2つに分けられました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

演奏は停止します。

J

6

お知らせ

・MDによってはDIVIDEできないものがありま
す。（例えば、254曲録音してあるものなど）こ

のようなMDのときは、手順1で「DIVIDE?」は
表示されません。

・DIVIDEしても音声は途切れません。
・タイトルがつけられている曲をDIVIDEしたとき
は、分けたそれぞれの曲にもとのタイトルがつけら
れます。

・一度分けた曲をふたたびつなぐことができます。
（JOIN \ ページ）

交互に表示

例：＋20ポジション微調節したとき

5

4

点滅

点滅

7
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ジョイン

2つの曲をつなげる（JOIN）

MDを演奏中に

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

1曲目を演奏中のときは「ーーー」が表示され
ます。

・「TR」はTrack（曲）の略です。

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、つなげたい2つの
曲番号を表示させる

2曲目（うしろの曲）がくり返し演奏されます。

例：1曲目と2曲目をつなげたいとき

点滅

点滅

3

2

1

点滅

数字ボタン

例：

つなげることができるのは、となりあう2つの曲です。

演奏中の曲番号

曲をつなげると
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 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す

2つの曲がつながりました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

J

5

4

お知らせ

・一度つなげた曲をふたたび分けることができます
（DIVIDE\ ページ）が、つなげる前の曲の分か
れ目（トラックマーク）は記憶していません。

・MDによってはJOIN できないものがあります。
（\ ページ「MDの制約について」）
・1曲だけのMDではJOINできません。（手順1で
「JOIN?」が表示されません。）
・停止中のときもJOINをおこなえます。操作手順は

演奏中のときと同じです。ただし、手順3で 

または  を押して2つの曲を表示させても曲

は演奏されません。
・次のような曲は「CANNOT JOIN」が表示され、つ
なげられません。
・録音モード（SP/LP2/LP4）の異なる曲
・他のMDレコーダーでモノラル長時間録音した
曲と、本機で録音した曲

・デジタルで録音した曲（例えばCD）とアナログ
で録音した曲（例えばラジオ）

・タイトルがつけられている曲をJOINしたときは、
つなげた前の曲のタイトルが残ります。

交互に表示
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点滅

ムーブ

曲を移動する（MOVE）

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、移動したい曲番号
を表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

例：2曲目を移動したいとき

点滅

点滅

点滅

3

2

4

1

MDを演奏中に

例：

数字ボタン

演奏中の曲番号

曲番号が自動で変わります。

曲を移動すると
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 、  、数字ボタンのい

ずれかを押して、移動後の曲番号を
表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押す

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押す

曲が移動されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

例：（2曲目から）5曲目に移動したいとき

お知らせ

・停止中のときもMOVEをおこなえます。操作手順
は演奏中のときと同じです。ただし手順3と手順

5で  と  を押して曲番号を表示させて

も曲は演奏されません。
・移動先の曲番号が別のグループに属しているとき
は、そのグループの曲として登録されます。
移動先の曲番号がグループに属していないときは、
グループに属していない曲になります。

・1曲だけのMDではMOVEできません。（手順1
で「MOVE?」が表示されません。）

J

6

5

7

点滅

交互に表示
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イレース

曲を消す（ERASE）

例：2曲目を消したいとき

点滅

J

J

点滅

MDを演奏中に

をくり返し押して

を表示させる
・押しすぎたときは、 を押してからやり直し
てください。

 を押す

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、消したい曲番号を
表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

1

3

2

数字ボタン

例：

交互に表示

曲を消すと

点滅演奏中の曲番号（点滅）
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 を押す
消したい曲番号の前に「 」がつきます。

・手順3と手順4をくり返すと、最大15曲まで
消したい曲を選べます。

・間違えたときは を押して「 」を消します。

を押す

・キャンセルしたいときは を押して手順1
からやり直してください。

ここまでは、まだ曲は消えていません

 を押す

曲が消されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

J

4

6

5

お知らせ

・停止中のときもERASEをおこなえます。操作手
順は演奏中のときと同じです。ただし手順3で

 または  を押して曲番号を表示させ
ても曲は演奏されません。

ご注意

・一度消した曲は、もどすことができません。
大切な録音の入ったMDは、誤消去防止つまみを
開けておいてください。（\ ページ）

例：

交互に表示
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オール イレース

すべての曲を消す（ALL ERASE）　

MDを演奏中または停止中に

 または をくり返し

押して

を表示させる

 を押す

ここまでは、まだ曲は消えていません

 を押す

MDに録音されているすべての曲が消えました。

 

点滅

J

2

1

3

交互に表示

すべての曲を消すと
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途中で操作をやめたいときは

 または を押します。

ご注意

・一度消した曲は、もどすことができません。
大切な録音の入ったMDは、誤消去防止つまみを
開けておいてください。（\ ページ）
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フォーム グループ

曲をグループにまとめる（FORM GROUP)

または をくり返し
押して

を表示させる

・押しすぎたときは を押してからやり直し
てください。

 を押す

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、グループの最初に
したい曲番号を表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

 を押す

・ を押すと手順3へ戻れます。

点滅

演奏中の曲番号
（点滅）

点滅

MDを演奏中に

4

3

2

1

数字ボタン

グループにできるのは、グループに属していない
連続した曲です。

例：

例：曲番号3からグループにしたいとき

点滅例：3曲目から12曲目までをグループにまとめる

曲をグループにまとめると

点滅
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、 、数字ボタンのい

ずれかを押して、グループの最後にし
たい曲番号を表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

 を押す

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押す

3曲目から12曲目までがグループになりました。

例：曲番号12までグループにしたいとき

途中で操作をやめたいときは

または を押します。

点滅

「GROUP TRACK」が表示されたときは
選んだ曲はすでにグループに属しています。その曲が
属しているグループを解除（\ ページ）して手順1
からやり直すか、グループに属していない曲を選びな
おしてください。

「CANNOT FORM」が表示されたときは
下の図のように、グループにしたい最初の曲（3曲目）
と最後の曲（12曲目）はグループに属していなくても、
間にグループがはさまれているとグループを作ること
はできません。

このような場合は、グループ1を解除（\ ページ）し
て 手順1からやり直してください。

J

5

6

7

お知らせ

・グループは、あとで解除できます。（\ ページ）
・MDが停止中の時も曲をグループにまとめること
ができます。操作の手順は演奏中のときと同じで

す。ただし手順3および手順5で または

 を押して曲番号を表示させても曲は演奏され
ません。

・1曲でもグループにできます。
手順3と手順5で、同じ曲番号を選んでください。

・1枚のMDには最大99個のグループを作れます。

交互に表示
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エントリー グループ

グループに曲を入れる（ENTRY GROUP）

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは  を押してからやり直し
てください。

 を押す

 、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、グループに入れた
い曲番号を表示させる

選んだ曲がくり返し演奏されます。

例：10曲目をグループに入れたいとき

例：10曲目をグループ2に入れる

点滅

点滅

3

2

1

MDを演奏中に

点滅

曲は、グループの最後に入ります。

数字ボタン

演奏中の曲番号

曲をグループに入れると
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 を押す

・選んだ曲がすでにグループに属しているときは、
そのグループ番号が表示されます。

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押して、曲を入れた
いグループ番号を表示させる
指定したグループの曲がくり返し演奏されます。

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押す

・  を押すと手順3に戻れます。

 を押す
10曲目がグループ2の最後の曲（前ページ左下
の図だと15曲目）になりました。

例：グループ2に入れたいとき

途中で操作をやめたいときは

 を押します。点滅

点滅

「CANNOT ENTRY」が表示されたときは
すでにグループに属している曲を同じグループに入れ
ることはできません。
下の図の場合、3曲目をグループ1に入れようとする
と、手順6で「CANNOT ENTRY」が表示され、手順
5に戻ります。
別のグループ（下の図ではグループ2）を指定してくだ
さい。

4

5

6

7

J 交互に表示

お知らせ

・MDが停止中のときも曲をグループに入れること
ができます。操作の手順は演奏中のときと同じで

す。ただし手順3で  または  を押して

曲番号を表示させても曲は演奏されません。また
手順5でも曲は演奏されません。

・すでにグループに属している曲を、別のグループ
に入れることもできます。
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ディバイド グループ

グループを2つに分ける（DIVIDE GROUP)

をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す
例：

グループに属していない曲を演奏しているときは、
「－－」が表示されます。

 を押して、2つに分け
たいグループ番号を表示させる

選んだグループの最初の曲がくり返し演奏されま
す。

例：グループ1を2つに分けたいとき

例：グループ1を2つに分ける

点滅

演奏中の
グループ番号
（点滅）

演奏中の曲番号
（点滅）

3

2

1
MDを演奏中に

点滅

グループ1の最初の曲番号

数字ボタン

グループを2つに分けると
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  、  、数字ボタンのい
ずれかを押して、後ろのグループの
先頭にしたい曲番号を表示させる

　（グループ1を、曲番号6を境に分けます）

選んだ曲がくり返し演奏されます。
・グループの最初の曲を選ぶことはできません。

 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

を押す
グループが2つに分けられました。

例：6曲目を先頭にしたいとき

途中で操作をやめたいときは

を押します。

点滅

J

4

5

6

交互に表示

お知らせ

・MDが停止中のときもグループを2つに分ける
ことができます。操作の手順は演奏中のときと同
じです。ただし手順3で曲は演奏されません。ま

た手順4で または  を押して曲番号

を表示させても曲は演奏されません。
・2つに分けたグループを、もう一度つなげること
ができます。（JOIN GROUP \ ページ）

・グループタイトルがついているときは、分けたあと
の2つのグループに、分ける前のグループタイトル
が自動でつけられます。

・1曲だけのグループを2つに分けることはできま
せん。
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例：グループ2とグループ3をつなげたいとき

3

点滅 点滅

ジョイン グループ

2つのグループをつなげる（JOIN GROUP)

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは を押してからやり直し

てください。

 を押す

・グループに属していない曲を演奏しているとき
は、「－－」が表示されます。

 を押して、つなげたい
グループ番号を表示させる
選んだグループ（下の例ではグループ3）の曲が
くり返し演奏されます。

 

例：グループ2とグループ3をつなげる

点滅

例：グループ3の曲を演奏中のとき

点滅

1

2

MDを演奏中に

演奏中の曲の
グループ番号

つなげることができるのは、となりあう2つのグ
ループです。

グループをつなげると
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 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す
グループがつながりました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

「CANNOT JOIN」が表示されたときは
下の図のグループ2とグループ3のように、グループ
としてはとなりあっていても、間にグループに属して
いない曲があるときはグループをつなげることはでき
ません。

このようなときは、「曲を移動する（MOVE）」（\
ページ）または「グループを移動する（MOVE

GROUP）」（\ ページ）の操作をして、グループ
番号と曲番号をとなりあわせてからつなげてくださ
い。

J

5

4

交互に表示

お知らせ

・MDが停止中のときもグループをつなげることが
できます。操作の手順は演奏中のときと同じです。
ただし操作中に曲は演奏されません。

・グループタイトルは、前側のグループ（前ページ
左下の図ではグループ2）のタイトルになります。

・グループが1つしかないときは、手順1で「JOIN
GROUP?」は表示されません。
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ムーブ グループ

グループを移動する（MOVE GROUP)

MDを演奏中に

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

・グループに属していない曲を演奏しているとき
は、「－－」が表示されます。

 を押して、移動したい
グループ番号を表示させる

選んだグループの曲がくり返し演奏されます。

例：グループ3を移動したいとき

 

例： グループ3を移動する

点滅

点滅

点滅

3

1

2

演奏中のグループ番号

例：

グループを移動すると
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 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押して、移動後のグ
ループ番号を表示させる

選んだグループの曲がくり返し演奏されます。

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す
グループが移動されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

例：グループ番号6を選んだとき

点滅

J

6

5

4

7

点滅

交互に表示

お知らせ

・MDが停止中のときもグループを移動できます。
操作の手順は演奏中のときと同じです。ただし操
作中に曲は演奏されません。

・グループが1つしかないときは、手順1で
「MOVE GROUP？」は表示されません。
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例：グループ3を解除したいとき

点滅

3

アングループ アングループ オール

グループを解除する（UNGROUP/UNGROUP ALL)

グループを選んで解除する（UNGROUP）

 

例：グループ3を解除する

点滅

点滅

1

2

演奏中のグループ番号

MDを演奏中に

をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

・グループに属していない曲を演奏しているとき
は、「－－」が表示されます。

 を押して、解除したい
グループ番号を表示させる

選んだグループの最初の曲の演奏が始まります。
グループを解除すると
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 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

 を押す

グループが解除されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

MDを演奏中または停止中に

をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

 を押す
すべてのグループが解除されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

点滅

J

J

4

5

1

2

3

交互に表示

お知らせ

・グループを解除しても曲は消えません。
・MDが停止中のときもグループを解除できます。
操作の手順は演奏中のときと同じです。ただし操作
中に曲は演奏されません。

交互に表示

ル

L)

P） すべてのグループを解除する（UNGROUP ALL）

お知らせ

・グループを解除しても曲は消えません。
・MDが停止中のときもグループを解除できます。
操作の手順は演奏中のときと同じです。ただし操作
中に曲は演奏されません。
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イレース グループ

グループを消す（ERASE GROUP)

MDを演奏中に

 をくり返し押して

を表示させる

・押しすぎたときは、 を押してからやり直し

てください。

 を押す

　例：

・グループに属していない曲を演奏しているとき
は、「－－」が表示されます。

 を押して、消したい
グループ番号を表示させる

選んだグループの曲がくり返し演奏されます。

例：グループ3を消したいとき

例：グループ3を消すと、9曲目から11曲目まで
が消えます

点滅

点滅

3

2

1

点滅

演奏中のグループ番号

 

グループを消すと
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 を押す

・ を押すと手順3に戻れます。

ここまでは、まだグループは消えていま
せん

 を押す
グループが消されました。

途中で操作をやめたいときは

を押します。

J

5

4

交互に表示

お知らせ

・MDが停止中のときもグループを消せます。操作の
手順は演奏中のときと同じです。ただし操作中に曲
は演奏されません。

ご注意

・グループを消すと、そのグループ内のすべての曲
が消えます。一度消した曲は、もどすことができま
せん。
大切な録音の入ったMDは、誤消去防止つまみを
開けておいてください。（\ ページ）
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 を押す
押すごとに次のように変わります。

DIGITAL IN j LINE

聞きたいソースを表示させます。
・本体のソースセレクターでも選べます。
（電源「入」のとき）

2 他の機器を演奏する
本機で音量や音質を調節します。
（\ ページ）

1

DIGITAL IN/LINE

電源「入」「切」どちらのときでも

お知らせ

・他の機器との接続のしかたについては、 ページ
「電源コード ･他の機器の接続」をご覧ください。
・本機はサンプリングレートコンバーターを内蔵して
います。デジタル機器のサンプリング周波数
（32kHz、44.1kHz、48kHz）に関係なく聞いた
り録音することができます。（ただし、DVDなどの
ドルビーデジタルやDTSデジタル信号には対応し
ておりません。ノイズが発生してスピーカーを破損
するおそれがあります。）

他の機器の音声を聞く

 

表示を変えたいときは

を押すごとに次のように変わります。

\ ソース表示

（MDが入っているとき）
録音可能な残り時間

«

OPTICAL DIGITAL IN端子またはLINE IN端子につないだ機器の音声を聞くことができます。

時計

«

例：
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他の機器のソース名表示を変える

電源「入」「切」どちらのときでも

 を押す
押すごとに次のように変わります。

DIGITAL IN j LINE

名前を変えたいソースを表示させます。
・本体のソースセレクターでも選べます。
（電源「入」のときのみ）

 を2秒以上押す

3 「NAME CHANGE」が点滅してい

る間に  を押す

例：

4
または を押して、新

しい名前を表示させる

LINEのとき：
押すごとに次のように変わります。

LINE j TAPE j DBS* j VTR j TV

GAME
ダイレクト ブロードキャスティング サテライト

＊ DBS はDirect Broadcasting Satellite の
略です。CS/BS チューナーをさします。

DIGITAL INのとき：
押すごとに次のように変わります。

DIGITAL IN j DBS-DIGITAL

5
 を押す

ソース名が変更されました。

例：

点滅

1

2

接続した機器に合わせて、表示窓に表示させるソース名を変えることができます。

点滅

DIGITAL IN/LINEの名前を変える

 

お知らせ

・録音中はソース名を変えることができません。
（DIGITAL IN/LINEとも）
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　ラジオを録音する

 

3

 例:

MD REC 0 MD

MD REC

電源「入」のとき�

4

1 MDを入れる
MDは誤消去防止つまみを閉じておいてください。
（\ ページ）

2
 を押して、録音したい放送局

を受信する
（「ラジオを聞く」\ ページ）
・本体のソースセレクタ－でも選べます。

 を押して録音モード
（\ ページ）を選ぶ
押すごとに次のように変わります。

・FMとAMを別々の録音モードに設定すること
はできません。

本体の MD REC  を押す
録音が始まります。

・MDの録音可能な残り時間がなくなると、自動
で停止します。

＊ 1 お買い上げ時は1回の録音を1つのグ
ループとして録音するように設定されて
います（「GR.」点灯）。（グループとして
録音したくないとき\ ページ）

SP \ LP2 \ LP4

MDの録音可能な残り
時間
（録音モードによって
異なります。）

プリセット番号

録音中に
点灯

点滅

＊1

録音モード
（SPのときは無表示）
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録音の途中にトラックマーク（\ ページ）
をつけたいときは

トラックマークをつけたいところで  を押します。
トラック

トラックマークがつけられ、表示窓に「TRACK
マーキング

MARKING」が数秒間表示されます。

・「TRACK MARKING」表示中も、録音は中断されま
せん。

録音をやめたいときは

 を押します。

・本体のマルチコントロールボタンの7を押しても同
じです。

録音中に表示窓の表示を変えたいときは

 を押します。

押すごとに表示が次のように変わり、いろいろな情報
を見ることができます。

＊2グループとして録音していないとき（\ ペー

ジ）（GR.表示消灯）は表示しません。

«

«

時計

«

«

 例：

曲番号
プリセット番号

グループ番号曲番号

周波数プリセット番号

プリセット番号

　

お知らせ

・録音レベルを調節することはできません。

・手順4の操作をする前に  を押すと、選んだ
録音モードでのMDの録音可能な残りの時間を見
ることができます。

・登録（プリセット）されていない周波数で録音する
ときは、プリセット番号は表示されません。

MDの録音可能な
残り時間

録音モードとは

SP ：録音できる時間は、MDに表示されてい
る時間と同じです。最も良い音質で録音
されます。
MDLPに対応していない機器で再生した
い場合はこれを選んでください。

LP2 ：録音できる時間は、MDに表示されてい
る時間の2倍です。音質は、SPとLP4
の中間です。

LP4 ：録音できる時間は、MDに表示されてい
る時間の4倍です。音質はSPやLP2よ
り劣ります。

・設定した録音モードは、ソースを変えたり電源
を「切」にしても保持されます。

・SPのときは表示窓の録音モード表示は無表示と
なります。

点滅

点滅

|

＊ 2
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　CDを録音する

 

お知らせ

・CDの演奏時間が合計30分以上で、CDをまる
ごと1枚録音するときに録音スピード「x 4」を
選ぶと、自動で5倍速録音になります。1曲録
音、プログラム録音、途中の曲からの録音は4倍
速です。

・録音しながらタイトルをつけることができます。
（\ ～ ページ）
・録音レベルを調節したいときは、「録音レベルを調
節する」（\ ページ）をご覧ください。

・リピート演奏の録音はできません。録音を開始す
ると自動でリピート演奏が解除されます。

・手順5の操作をする前に を押すと、選んだ録
音モードでのMDの録音可能な残りの時間を見る
ことができます。

3

4

CDを１枚まるごと録音する
電源「入」のときに

MD REC 0 MD

MD REC

\

1 MDを入れる
MDは、誤消去防止つまみを閉じておいて下さい。
（\ ページ）

2 録音したいCDを停止状態にする

CDを入れ、  を押してから、  を押し

ます。
ソースがCDになり、停止します。
・本体のソースセレクターでも選べます。

 を押して録音モード

（\ ページ）を選ぶ
押すごとに次のように変わります。

 を押して録音スピードを選ぶ
押すごとに次のように変わります。

x1(等速)：
音声を聞きながら録音したいとき。
CDのキズなどが原因で、x2やx4だ
と雑音などが録音されてしまうとき。

x2 (2倍速)：
高速でランダム録音（\ ページ）し
たいとき。
CDのキズなどが原因で、x4だと雑音
などが録音されてしまうとき。

x4 (4倍速、5倍速)：
高速で録音したいとき。
（ただしランダム録音はできません。）

例：

・録音スピードが「x 2」または「x 4(4倍速、5
倍速）」のときは、録音中に音声を聞くことはで
きません。

・録音される音質は、どの録音スピードでも同じ
です。

SP \ LP2 \ LP4

\

録音スピード
（x 1のときは
無表示）

録音モード
（SPのときは
無表示）

\
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5

　

本体の MD REC  を押す
録音が始まります。

・最後の曲が終了するか、MDの録音可能な残り
時間がなくなると自動で停止します。

・5倍速で録音しているときは、「x4」が点滅し
ます。

・「HCMS CANNOT COPY」が表示されたと
きは \ ページ

＊お買い上げ時は1回の録音を1つのグループ
として録音するように設定されています
（「GR.」点灯）。（グループとして録音したく
ないとき\ ページ）

1曲だけ録音する[1曲録音]

手順5の操作をする前に、録音したい曲を演奏してく
ださい。（\ ページ「CDを聞く」）

そのあと手順5で MD REC  を押すと演奏中の曲の頭に
戻り、その曲だけを録音します。

・録音が終わると自動で停止します。

«

«

«

\

«

MDの録音可能な残り時間
（録音モードによって異なります。）

CDの曲番号

録音中に点灯 録音モード

＊ 録音スピード

点滅

曲番号

MDの録音可能
な残り時間

曲番号

お知らせ

例：

点滅

録音中に表示窓の表示を変えたいときは

を押します。
押すごとに表示が次のように変わり、いろいろな情報
を見ることができます。
例：

録音を途中でやめたいときは

 を押します。

・本体のマルチコントロールボタンの 7 を押しても
同じです。

時計

録音中の曲の
残り時間

グループ番号
（グループ録音し
ていないときは
「GR－－」が表
示されます）

途中の曲から録音する

手順5の操作をする前に、  または を押し

て録音を始めたい曲を選んでください。

そのあと手順5で MD REC  を押すと選んだ曲から録音
します。

・選んだ曲から最後の曲まで録音が終わると自動で
停止します。

・本体のマルチコントロールボタンの 4 または
¢ を押しても同じです。

好きな曲順で録音する[プログラム録音]

手順5の操作をする前に、録音したい曲をプログラム
してください。（\ ページ「CDを好きな曲順で聞
く」手順1、2）

そのあと手順5で MD REC  を押すとプログラムした順
に録音します。

・プログラムした最後の曲を録音し終わると、自動
で停止します。

・同じ曲をプログラム録音するときは、録音ス
ピードをx1にしてください。x2またはx4に
するとHCMS（\ ページ）がはたらき録
音できません。

ランダムな曲順で録音する[ランダム録音]

手順5 の操作をする前に、プレイモードを「CD
RANDOM」にしてください。（\ ページ「CDを
ランダムな曲順で聞く」手順1）

そのあと手順5で MD REC  を押すとランダムな曲順で
録音します。

・すべての曲を録音し終わると自動で停止します。

録音スピードは「x1」または「x2」に設定します。「x4」
キャンノット レック

に設定すると「CANNOT REC!」（録音できません）が
表示され録音できません。
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　他の機器の音声を録音する
LINE IN端子またはOPTICAL DIGITAL IN端子に接続した機器の音声を録音できます。

 

        DIGITAL IN j LINE

3

2

・「 S.」は 「SOUND」の略です。

＊ 1 お買い上げ時は1回の録音を1つのグ
ループとして録音するように設定されて
います（「GR.」点灯）。（グループとして
録音したくないとき\ ページ）

«

MD REC

MD REC 0 MD

電源「入」、ソース機器が停止状態のとき

点滅

点滅

1 MDを入れる
MDは誤消去防止つまみを閉じておいてください。
（\ ページ）

 を押す
押すごとに次のように変わります。

録音したいソース名を表示させます。
・本体のソースセレクターを回して選ぶこともで
きます。

 を押して、録音モード
（\ ページ）を選ぶ
押すごとに次のように変わります。

4 本体の MD REC  を押す
録音待機状態になります。

例： 録音モード
（SPのときは無表示）＊1

SP \ LP2 \ LP4
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5 ソース機器を演奏する
他の機器の演奏開始に合わせて自動で録音が始
まります（サウンドシンクロ録音）。

・MDの録音可能な残り時間がなくなると自動で
停止します。

例：

手動で録音を始めたいときは

手順4のあとに本体のマルチコントロールボタンの
6を押します。

録音の途中にトラックマーク(\ ページ)を
つけたいときは

トラックマークをつけたいところで  を押します。
表示窓に「TRACK MARKING」が数秒間表示されます。
・「TRACK MARKING」表示中も、録音は中断され
ません。

・無音状態が3秒以上続くと自動でトラックマークが
つきます。

録音をやめたいときは

 を押します。

・本体のマルチコントロールボタンの 7 を押しても
同じです。

・  または 7 を押してもソース機器は停止しません。

サウンドシンクロ録音についてのお知らせ

・ソース機器の種類や演奏する音量によっては、録音
が自動で始まらないことがあります。このようなと
きは、手動で録音を始めてください。（下の説明「手
動で録音を始めたいときは」参照）

・ソース機器の音声が30秒以上途切れると、自動で録
音を終了します。このとき、録音が終了したMDの
空白時間は約2秒になります。

・DAT* からの音声をサウンドシンクロ録音すると、
録音を始めた曲番号（トラックマーク）が2つつき
ますが、これは故障ではありません。
JOIN機能（\ ページ）でつないでください。
* DATはDigital Audio Tapeの略です。

«

«

　

MDの録音可能な残り時間
（録音モードによって異なります。）

お知らせ

・ソース名表示を変えてあるときは、変えたソース
名が表示されます（手順2）。（\ ページ）

・ソースがCD、DIGITAL INのとき録音開始前また
は録音中、OVER表示が点灯するときは、録音レ
ベルが大きすぎます。そのまま録音すると、音のひ
ずんだ録音になります。録音レベルを調節してく
ださい。（\ ページ）

録音中に点灯

«

«

\

録音中に表示窓の表示を変えたいときは

 を押します。
押すごとに表示が次のように変わり、いろいろな情報
を見ることができます。

例：

＊2グループとして録音していないとき（\ ペー
ジ）（GR.表示消灯）は表示しません。

録音モード

MDの曲番号

MDの録音可能な
残り時間

点滅

点滅

曲番号 グループ番号

時計

＊ 2

・DIGITAL IN録音の場合、録音を始めたときや停止
したときに音が一瞬とぎれることがありますが、
録音された内容に影響はありません。
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録音レベルを調節する
CDやDIGITAL INまたはLINEからの録音レベルを
調節することができます。
通常は、録音レベルを調節する必要はありません。
次のようなときに調節してください。
・調節しないと録音レベルが大きすぎる、または小さ
すぎるとき。

・複数のソースやCDを同じ録音レベルで録音したい
とき。

CDの録音レベルを調節する

CDを演奏中に

 を押して録音スピードを
「x1」にする(\ ページ)

  を押す
押すごとに次のように変わります。

・LEVEL RESETを選んで  を押すと、お買

い上げ時の設定（0dB）に戻せます。

「LEVEL MANUAL」を表示させて

 を押す

・「R.」はRecの略です。
・dB（デシベル）は録音レベルの単位です。

CDの演奏を聞きながら   また

は  を押して、録音レベルを

調節する
・－12dB～＋12dB（2dB単位）の範囲で調
節できます。
音が一番大きい曲でも、「OVER」が表示され
ない範囲で調節してください。

・操作をやめたいときは  を押します。

 を押す

CDを録音する（\ ページ）
・設定した録音レベルは、CDの録音が終了する、
録音スピードを「x2」または「x4」に変更する、
MDの取り出し、CDドアの開閉、ソースを変え
る、電源を「切」にするのいずれかの操作をす
ると0dBに戻ります。

お知らせ

・ソースがラジオ（FM/AM）、またはCDで録音
スピードが「x2」または「x4」のときは録音レ

ベルを調節できません。  を押すと
「CANNOT ADJUST」が数秒間点滅表示された
後、元の表示に戻ります。

・停止中または録音中でも録音レベルを調節でき
ます。

・LEVEL RESETは、そのソースに対してのみ
有効です。

・録音レベルが大きすぎるときは、表示窓のOVER
表示が点灯します(ソースがCDおよびDIGITAL
INのとき）。

 

3

«

5

6

2

1

ソース表示
（解除）

点滅

録音レベル
（点滅）

4
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DIGITAL INの録音レベルを調節する

ソースがDIGITAL INのとき

 を押して調節方法を選ぶ
押すごとに次のように変わります。

 を押す

「LEVEL AUTO」のとき

録音レベルが＋12dBになり、「OVER」が表示
されるごとに自動で2dBずつ下がります。
・設定された録音レベルは、ソースを変えたり電
源を「切」にしても保持されますが、再度
「LEVEL AUTO」を選ぶと＋12dBに戻り、再
度自動で設定します。

・録音中は選ぶことができません。

「LEVEL MANUAL」のとき

\  または  を押して、録音

レベルを調節し  を押す

・－12dB～＋12dB（2dB単位）の範囲で調
節できます。
音が一番大きい曲でも、「OVER」が表示され
ない範囲で調節してください。

・操作をやめたいときは  を押します。

「LEVEL RESET」のとき
録音レベルがお買い上げ時の設定（0dB）に戻り
ます。

DIGITAL INからの録音をする
（\ ページ）

　

2

2

3

点滅

3

1

4

1

5

LEVEL AUTO            ：

LEVEL MANUAL：

LEVEL RESET    ：

録音レベルが自動で
調節されます。

録音レベルを手動で
調節します。

お買い上げ時の設定
（0dB）に戻ります。

«

«

«
ソース表示（解除） LINE の録音レベルを調節する

ソースがLINEのとき

 を押す
現在の設定が点滅表示されます。

例：

 または  を押して、
「LEVEL 1」または「LEVEL 2」
を表示させる

LEVEL 1：通常はこちらで録音してください。
LEVEL 2：LEVEL 1では音声がひずむとき。

録音レベルを小さくしたいとき。

・お買い上げ時はLEVEL 1に設定されています。

  を押す

 LINEからの録音をする
（\ ページ）

お知らせ

・設定された録音レベルは、ソースを変えたり電源
を「切」にしても保持されます。

お知らせ

・設定した録音レベルは、ソースを変えたり電源を
「切」にしても保持されます。
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録音について(ご参考に)

グループとして録音したくないとき

本体の MD REC  を押す前にリモコンの  を押します。
表示窓に「GROUP REC OFF」が表示され、GR.表
示が消灯します。
・グループ録音に戻すときは  を押します。表示
窓に「GROUP REC ON」が表示され、GR.表示が
点灯します。

トラックマークについて
MDには、聞きたい曲を番号で選ぶために、曲ごとの
頭の部分に頭出しのための曲番号がついています。こ
の曲番号を「トラックマーク」と呼び、このトラック
マークとトラックマークの間が「曲」としてみなされ
ます。
・CD を録音するときは、曲の変わり目に自動でト
ラックマークがつきます。手動でつけることはでき
ません。

・DIGITAL IN、LINEの録音中は、無音状態が3秒以
上続くと自動でトラックマークがつきます。

・ラジオ（FMまたはAM）の録音中は、トラックマー
クは自動ではつきません（無音状態が3秒以上続い
てもつきません）。手動でつけることはできます
（\ ページ）。

曲タイトルの頭に「LP：」をつけたくないときは

電源「入」のときに  を押し続けます。
・表示窓に「（LP：）OFF」が数秒間表示されます。
これで設定ができました。

・ LP2またはLP4で録音しても、曲のタイトルに
「LP：」はつきません。

・お買い上げ時の設定に戻したいときは、「（LP：）

ON」が表示されるまで  を押し続けます。

・停電や電源コードを抜いたときは、お買い上げ時
の設定に戻ることがあります。

CDの曲をアナログ音声で録音するには

個人で作成した音楽用CD-RやCD-RWディスクなど
からMDに録音する場合、 、 ページの方法（デジ
タル録音）では正常に録音できない場合があります。
このような場合は以下の方法でアナログ録音してくだ
さい。

1 本体の MD REC  を4秒以上押し続けます。
・表示窓に「ANALOG REC?」が表示されます。

2「ANALOG REC?」が表示されている間に本体の
マルチコントロールボタンの6を押します。

録音が始まります。
・録音スピードは等速（x1）です。

LP2またはLP4で録音したときのご注意

・LP2またはLP4で録音された曲は、MDLPに対応
していない機器で演奏すると音が出ません。
このため、LP2やLP4の曲タイトルの頭に「LP：」
を本機が自動でつけて区別します。

・「LP：」はMDLPに対応していない機器のときに表
示されます。本機などMDLPに対応している機器で
は表示されません。

・ MDには録音と再生ができる「録音用MD」と再生し
かできない「再生専用MD」の2種類があります。録
音には「録音用MD」を使用してください。

・MDには最大254曲まで録音できます。
・途中まで録音してあるMDは、空いているところ
を自動で探して録音します。

・録音レベルは自動で調節されます。
・録音中に、音量や音質を変えても録音される音に
は影響ありません。

・本機では、モﾉラル長時間録音はできません。
・録音中は、CDドアの開閉、MDの取り出しはでき
ません。

・1枚のMDに違う録音モードの曲を混ぜて録音でき
ます。
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デジタル録音のきまり

デジタルオーディオとは、デジタル入出力端子を通して音声信号をデジタル信号のままやりとりするオーディオ
機器で、CD、MD、CD-Rなどがあります。これらの機器は音楽信号をほとんど劣化することなく高速で録音
（コピー）できます。このため、著作権を保護する規制（SCMS、HCMS）が必要になります。

シリアル コピー マネージメント システム

SCMS (Serial Copy Management System)

シリアル・コピー・マネージメント・システムとは、著作権保護のため、デジタルオーディオ機器間でデジタル信号のまま
コピーできるのは１世代だけと規定したものです。

ご注意
・ この規定により、本機でデジタル録音した MD

から、他のMDにデジタル録音することはでき
ません。

・ デジタル録音したCD-R/CD-RWディスクは、
MD にデジタル録音することができません。
「SCMS CANNOT COPY」が表示され、アナ
ログで録音されます。

OK NODIGITAL DIGITAL

倍速録音に関する規制 (HCMS)

MDは等速を超えるスピードで録音（コピー）することが可能です。このため著作権を保護するための規制が必
要になります。
本機では、CDから一度倍速（2倍速、4倍速または5倍速で）録音した曲は、その曲の録音開始から74分が
経過しないと、ふたたび倍速録音することはできません（等速録音はできます）。74分が経過する前に同じ曲
を倍速録音しようとすると、「HCMS CANNOT COPY」が点滅し、録音が自動で中止されます。

このようなときは、数秒間待ってから を押してください。「HCMS CANNOT COPY」の表示が消えます。

そのあと、等速で録音するか、74分以上待ってから倍速録音してください。
例えば、CDの1曲目を倍速録音した場合、録音が開始してから74分間は、そのCDの1曲目を再び倍速録音
することはできません。
またCDからMDに倍速録音する場合、録音開始から74分以内に合計で101曲以上録音することはできませ
ん。100曲までの録音ができます。

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほ
かは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。
なお、この商品の価格には、著作権法の定めにより、
私的録音補償金が含まれています。

私的録音補償金についてのお問い合わせ先：　
社団法人　私的録音補償金管理協会
 03ー5353ー0336（代）
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CANNOT REC!
CDのランダム演奏を4倍速（x4）で録音し
ようとした。

MD/CDのメッセージ

何も録音されていないMDが入っている。

メッセージ 意    味 処    置

BLANK DISC
新しく録音するとき以外は、他の録音済み
のMDに取り換えてください。

CANNOT JOIN
MDのシステム上の制約です。
（\  ページ）

録音モードが異なる曲をつなげようとした。
8秒以下の短い曲をつなげようとした。

となりあわないグループをつなげようとした。

READ ERROR
MDが異常 (損傷している)。 MDを取り換えてください。

ディスクの空き時間が足りない。
トラック数が254を超える。DISC FULL

EMERGENCY
STOP

録音中に異常が発生した。

MD NO DISC MDを入れてください。MDが入っていない。

DVDやCD-ROM（ビデオ CD など）を
デジタル録音しようとした。

録音を中止してください。NON-AUDIO
CANNOT COPY

録音用MDに取り換えてください。再生専用MDに録音・編集しようとした。

誤消去防止状態になっているMDに録音・編
集しようとした。

DISC
PROTECTED

MD の誤消去防止つまみを閉じてくださ
い。（\ ページ）

7を押して一度停止させてから、本体の0
MD（取り出し）を押してMDを取り出し、
もう一度操作し直してください。

PLAYBACK DISC

MDデジタル録音の制約です。
（\  ページ）
アナログ入力を使って録音します。

デジタル録音したMD、CD-RまたはCD-RW
のコピーを作ろうとした。

SCMS CANNOT
COPY

ソース機器を正しく接続してください。OPTICAL DIGITAL IN端子がソース機器と
接続されていない状態で録音しようとした。

DIGITAL IN
UNLOCKED

著作権保護のための内部タイマーが働いてい
ます。数秒間待ってから 7 を押していっ
たん録音を中止してください。その後、等
速録音するか、74分以上待ってから倍速で
録音してください。

倍速で録音した曲を倍速録音を開始した時
点から74分以内にまた倍速録音しようと
した。（\ ページ）

HCMS CANNOT
COPY

倍速録音中は、CDの音声は聞けません。倍速録音中にCDの音声を聞こうとした。CANNOT LISTEN

MD LOAD ERROR MDの挿入がうまくいかなかった。
本体の0 MD（取り出し）を押してMDを取
り出し、もう一度挿入しなおしてください。

CANNOT TITLE

CANNOT GROUP

GROUP FULL

GROUP TRACK

CANNOT FORM

100個以上のグループを作ろうとした。 グループは99個まで作ることができます。

すでにグループに登録されている曲を選ん
でグループを作ろうとした。

グループに登録されていない曲を選んで
グループを作ってください。
（\  ページ）

（\  ページ）

MDにトータル1792文字を超えて入力し
ようとした。

それ以上のタイトル入力はできません。

グループに関する情報量の制限を超えている。 それ以上のグループは作れません。

グループをはさんでグループにする曲を選
んでしまった。

グループをはさまないように曲を選んで
ください。（\  ページ）

CANNOT ENTRY 現在と同じグループに登録しようとした。 別のグループを選んでください。
（\  ページ）

MDのメッセージ

　

UTOC情報が読み取れない。 電源を入れ直してください。

録音スピードをx1またはx2にしてくだ
さい。（\ ページ)

MDのシステム上の制約です。（\  ページ）

他の録音用MDに取り換えてください。
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CDのメッセージ

CD DOOR ERROR CDドアが障害物などで正しく開いてい
ない。

もう一度0 CDを押してCDドアを閉じて
から障害物を取り除いてください。

CD CAN’　T PLAY 演奏できないCDを演奏しようとした、また
はキズの多いCDを演奏しようとした。

CDを交換してください。

CD NO DISC CDが入っていない。 CDを入れてください。

　

TR. PROTECTED

Net MDのフォーマットで音楽データが記
録された（チェックアウト）曲をDIVIDE、
JOINまたは消去をしようとした。

Net MDに対応した機器で操作してください。

録音した機器で編集操作してください。

MDの制約について

原　因症　状

MDは時間に関係なく、録音できる曲数に制限があります。曲番号
が255以上になる録音はできません。（最大録音曲数は254曲）

曲番号にも収録可能時間にも余裕があるのに
「DISC FULL」が表示される。

MDに示された収録可能時間を使い切っていない
のに「DISC FULL」が表示される。

曲を消しても残り時間が増えない。

MDは、最低でも12 秒間（SP：標準モード時）の連続したスペー
スがないと録音できません。そのため、短い空き部分のたくさんで
きたMDは、実際に録音できる時間が短くなります。

録音した時間と残り時間を足しても、MDに表示
された収録可能時間にならない。

早送り、早戻しをすると、音が途切れることがある。

部分的に消して録音し直す操作をくり返すと、ディスクのあちらこ
ちらに空き部分ができます。このような録音をしたMDには、１曲の
データが空き部分に細かく分けて記録されます。録音中、分けられ
た部分が多くなると「DISC FULL」が表示されることがあります。
分けられて8秒以下（SP：標準モード時）の部分ができると、その
曲は、「JOIN 機能」でつなげることはできません。また、その部
分は消しても残り時間は増えません。細かく分けて記録されている
曲は、早送りや早戻しすると音が途切れることがあります。

MDは、従来のカセットテープや DAT とは異なる独自の方式で情報を記録しています。このMDの記録方式にはいくつかの
制約があるため、次のような場合があります。これらの症状は、製品の故障ではありません。

「JOIN」機能が使えない。

よくあるご質問

本機はMP3には対応しておりません。MP3は再生できますか？

本機で録音したMDを、MDLPに対応していない他
のMDプレーヤーで演奏できますか？

録音モード（\ ページ）をSPにすればできます。

5倍速録音は、CDの総演奏時間が30分以上で、CDを
まるごと録音するときに、録音スピード「×4」を選ぶ
とできます。1曲だけの録音やプログラム録音、途中の
曲からの録音は5倍速録音できません。

CDが5倍速で録音できないのですが。

本機以外の機器によってその曲が誤消去防
止になっている。

メッセージ 意    味 処    置

メッセージ 意    味 処    置
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故障かな？と思う前に 故障かなと思ったら…
修理を依頼する前に、ちょっとお確かめください。

参照
ページ処　置原　因症　状

音が出ない。 ～
「接続」のペ－ジをご覧になり、正しく接
続し直してください。

接続をまちがえている。

MDMDMDMDMDの誤消去防止つまみを閉じた状態にし
てください。

MDMDMDMDMD が誤消去防止状態（つまみが
開いた状態）になっている。

MDMDMDMDMDに録音できない。

リモコン受光部との間に障害物が
ある。

AMアンテナが本体に近づいてい
る。

FMアンテナが束ねたままになって
いる。

AMアンテナの位置と向きを変えてくださ
い。

最も受信状態の良い向きに、ピ－ンとはっ
てお使いください。

障害物を取り除いてください。

CD CD CD CD CD に傷・汚れなどがある。

CD CD CD CD CD が裏返しになっている。
CD CD CD CD CD の文字などの印刷面が上になるよう
に、正しく取り付けてください。

CDCDCDCDCDが演奏されない。

CDCDCDCDCDの音声が途切れる。 CD CD CD CD CD をクリ－ニングしてください。

レンズに露がついている。
CDまたはMDの演奏
が始まらない。

ブーンという雑音
がでる。

本機をテレビのすぐそばに設置して
いる。

電源を「入」にしたまま、約1～2時間待ち
乾いてから使ってください。

本機をテレビから離して設置してくださ
い。

乾電池が消耗している。 乾電池を交換してください。

リモコン操作ができ
ない。
本体に近づけないと
操作できない。

放送が雑音で聞き
苦しい。

・ 電源を「入」にしたとき、MD部から動作音がします。これは、MD部へ電源を供給するための動作音で、故障ではありません。

・上記の処置をしても正しく動作しないときは
本機は、マイコンの働きで多くの動作を行っております。
万一、どのボタンを押してもうまく動作しないとき
は、本体のAHB Plusとマルチコントロールボタン
の 6 を同時に押してください。

本機がリセット（初期化）されます。
または、電源コードをコンセントから抜き5分程度待っ
てからつなぎ直してください。そのあと、時計を合わせ
直してください。

同時に押す

本機のリセット（初期化）について 「ERROR！」が表示されたら

表示窓に「ERROR！」が表示されたときは、本
機に故障が発生しています。電源を「切」にして
から電源コードを抜いて、お買い上げの販売店、
またはビクターサービス窓口に修理を依頼して
ください。

CDドアを開閉中に
音声が出ない。

本機の動作仕様です。 故障ではありません。

—

AHB Plus

本体の電源が入らな
い。（スタンバイラ
ンプが消えている）

大きな音量で使用していたため、保
護回路が働いた。

電源コードをコンセントから抜き、つなぎ
直してください。
適度な音量に下げてご使用ください。
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保証とアフターサービス

補修用性能部品の最低保有期間

この機器の補修用性能部品の

最低保有期間は、製造打切り後 8 年です。

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために

必要な部品です。

修理に関するご相談やご不明な点は

修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店または ～ ページの「ビクターサービス窓口案内」をご

覧のうえ最寄りのサービス窓口にお問い合わせください。

修理を依頼されるときは 持込修理

ページの「故障かな？と思う前に」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お買い

上げの販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合が発生したディスクなどのメディアも、一緒にご持参ください。

保　証　期　間　中　は

保証期間が過ぎているときは

修理すれば使用できる場合には、お客様のご要望により

修理させていただきます。

修理に際しましては保証書をご提示ください。

保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。

 ( )  - 　
お買い上げ店名

便利メモ

保証書（別添）

保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ

い。「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめ

のうえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管して

ください。
保証期間

お買い上げの日から１年間

★お願い
本機の故障または不具合などにより録音、再生およびCDまたはMDの演奏などにおいて利用の機会を逸したために発生した損
害などの付随的損害の補償については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

お買い上げ日

7この製品の製造時期は本体の背面に表示されています。
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主な仕様 ─本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。─

スピーカー部
形式 2ウェイ　バスレフ型

使用スピーカー メインスピーカー：9.5cmx1.0cm
DDスピーカー

サブウ－ハ－ ：9.5cm
コーンスピーカー

最大入力 メインスピーカー：30W （JIS）
サブウ－ハ－ ：30W （JIS）

定格インピーダンス 4Ω
再生周波数帯域 52Hz～20kHz
出力音圧レベル 77 dB/W・m
最大外形寸法 幅140mm×高さ301.5mm×

奥行185mm
質量 約2.3kg（1本）

■コンパクトコンポーネントMDシステム
（SS-D5MD）
総　合

電源電圧 AC100V(50Hz/60Hz共用)
消費電力 電源 入（ON）時 45W

待機（STANDBY）時 0.8W
（省エネモード時）

最大外形寸法 幅400mm×高さ237mm×
奥行274mm

質量 約9.5kg

■スピーカー（SP-SSD5MD）：1本当たり■MD/CDレシーバー（CA-SSD5MD）
アンプ部

実用最大出力 メインスピーカー：30Ｗ＋30Ｗ
(THD 10%/ 4Ω)

サブウーハー：30Ｗ＋30Ｗ
(THD 10%/ 4Ω)

入力端子 ＜アナログ＞
LINE×1系統
LEVEL 1：200mV/51kΩ
LEVEL 2：500mV/51kΩ

＜デジタル＞
DIGITAL IN 光入力×1、
－23dBm～－15dBm
（光角型ジャック）
（サンプリング周波数32kHz/
44.1kHz/48kHzに対応）

出力端子 ＜アナログ＞
LINE×1系統、500mV/4.9kΩ
スピーカー端子×1系統
適合インピーダンス4Ω～16Ω

ヘッドホン端子×1
適合インピーダンス16Ω～1kΩ

チューナー部
受信周波数 FM ：76.00MHz～108.00MHz

AM：531kHz～1,629kHz
アンテナ FM ：75Ω不平衡型

AM：外部アンテナ端子
（ループアンテナ）

タイマー部
タイマー形式 1日2動作（DAILY、REC）

スリープタイマー 10、20、30、60、90、120分
時刻表示 24時間表示

MDレコーダー部
形式 ミニディスクデジタルオーディオシステム

録音再生時間（ステレオ） 80分（SP）
160分（LP2）
320分（LP4）

サンプリング周波数 44.1kHz
音声圧縮方式 ATRAC/ATRAC3（MD LP）方式
チャンネル数 2チャンネル・ステレオ
周波数特性 20Hz～20kHz

CDプレーヤー部
形式 コンパクトディスクデジタルオーディ

オシステム
サンプリング周波数 44.1kHz

チャンネル数 2チャンネル・ステレオ
周波数特性 20Hz～20kHz

共通部
最大外形寸法 幅160mm×高さ130mm×

奥行242mm
質量 約2.6kg

・本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に基づく
許諾製品です。

別売りアクセサリー

・CDレンズクリーナー ：CL-CDL
・MDレンズクリーナー ：CL-ML
・整合器 ：VZ-71A
・オーディオコード ：CN-2011A（長さ1m）
・光デジタルケーブル ：XN-110SA（長さ1m）

＊別売りアクセサリーは、お買い上げの販売店でお求め
ください。

付属品

・スピーカーコード（1.5m）........................................... 4
　(ー)極に黒線入り（2本）
　(ー)極に青線入り（2本）
・AMアンテナ ..................................................................... 1
・FMアンテナ ...................................................................... 1
・リモコン（RM-SSSD5MD-S） ................................... 1
・単3形乾電池（リモコン動作確認用） ........................... 2

（MD-80使用）
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ご
参
考
に

索 引
記号・数字

1曲だけ録音する ................
x1、x2、x4 ........................

アルファベット
A.P.off (AUTO POWER OFF) ..
AHB Plus ............................
ALL ERASE ........................
AUTO PRESET .................
BASS ...................................
BLANK DISC .....................
CD-R/CD-RW .....................
dB ..........................................
DIMMER ..............................
DIVIDE .................................
DIVIDE GROUP.................
ENTRY GROUP ................
ERASE .................................
ERASE GROUP ................
FM AUTO ............................
FM MONO...........................
FORM GROUP ..................
GR. ..................................
HCMS ..................................
JOIN .....................................
JOIN GROUP .....................
LEVEL AUTO .....................
LEVEL MANUAL ..............
LOCKED ..............................
LP2 .......................................
LP4 .......................................
MDLP ...................................
MONO ..................................
MOVE ...................................
MOVE GROUP ..................
OVER ...................................
PROGRAM ...................
RANDOM ......................
REC ..........................
REC TIME ...............
SCMS...................................
SLEEP .................................
SP .........................................
ST. ........................................
TR. ........................................
TRACK MARKING ..
TREBLE ...............................
UNGROUP .........................
UNGROUP ALL ................
WRITING .............................

ア行
頭出し .............................
アナログ録音........................
アンテナ................................
イレース................................
オールイレース ....................

カ行
グループ................................
検索(タイトルサーチ）.........

サ行
(タイトル）サーチ...............
ジョイン................................
省エネモード........................
消音（音を一時的に消す）...
（本機の）初期化 ..................
ソース ...................................

タ行
タイトル入力のしかた ........
タイトルリザーブ ................
タイトルをつける ................
タイマー................................
チャイルドロック ................
ディバイド............................
ディマ－................................
電源「入」..............................
電源「切」..............................
時計
時計を合わせる ................
時計を見る ........................
時計がずれたら ................

トラックマーク ........

ハ行
倍速録音................................
早送り/早戻し ..............
表示窓 ...................................
付属品 .............................
プリセット............................
プレイモード表示 ................
プログラム......................

マ行
ミューティング
（音を一時的に消す）............
ム－ブ ...................................
メッセージ............................
モノラル受信 ........................
モノラル長時間録音 ............

ラ行
ランダム..........................
（本機の）リセット ..............
リピート..........................
録音モード............................
録音レベル............................
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